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01 菫
木村秀男
　春場所四日目、結びの一番。 
　東からは、横綱昇進以来負け知らず、地元の星である覇久竜。 
　対する西から、初顔合わせ、東前頭三枚目の葛富士。格下とはいえ、横綱より十二も年長である。引退も視野に入る頃合にあるが、先場所の好成績で上位陣と当たる自身最高位に名を載せた。格上との対戦が続くこの番付で、三日目までは二勝一敗。白星先行で今場所も好調だ。 
　横綱に仕切りで、舌舐め擦りでもするかのような厚い唇の大きな口を持つ紅潮して脂ぎった顔を突きつけられれば、それだけで怯む力士も多い。しか しながら、動じぬ太い眉に真一文字に引き締められた口元、感情を出すことの少ない老練な葛富士には、効いているのかいないのか。油できっちりと固められて いる青を帯びた漆黒の大銀杏が、切れ長の目にすっと通った鼻筋の涼しげで凛々しい、憮然とした表情の面によく似合っていた。 
　入幕以来、床山への礼節なのか、葛富士はそれをどこにも触れさせていない。床山の大島は、乱してこそだ、と。親方も、長い手足から繰り出される得意の掛け技に、腰を低くし頭から当たる相撲が加われば、三役も狙える力がある、と。 
　支度部屋で大島は、いつものように無言で髪を結い上げる。それが整うと葛富士は羽織っていたものを脱ぎ小さく畳む。広い背中には汗を薄ら纏い、幅広の肩を動悸で揺らす。立ち合いまでに表に出さず気合を高める術は熟知している。 
　癖のある剛毛で、横にも太く、苔生した白い巨岩を思わせる覇久竜とは対照的で、蹲踞から立ち上がると、四股名通りの上背の大きさが際立つ。浅黒く、背筋が伸びて締まった体は、折り目正しく決戦に臨む静寂たる武者の佇まいを見せる。ここで、時間いっぱい。 
　巌のぶつかる衝撃音。覇久竜の低い立ち合い。ぬっと出た腕が、葛富士の頂の乱れぬ結びを摘まんとする勢いだ。 
　あっさりと勝敗が付くと誰もが睨んだとおりのあっけない取組。だが、誰も予想し得なかった結末。 
　みっともなく潰れた蝦蟇蛙か道に転がる落石の様に、土俵上に打っ伏しているのは、連勝街道をひた走っていた希代の横綱だ。 
　取組よりも長い時間、大阪府立体育館の観客、テレビ観戦の誰もが、呆然とした。寡黙の美丈夫がゆっくり動いたのを機に、堰を切って、郷土の誉だった敗者への怒声、罵声、無頼者を倒した勝者への称賛、歓声で場内が沸き返った。 
　何が起きたか把握できていない一回り年若の者に、土俵に残った一方は手を差し出した。己の醜態にようやく気付いた覇久竜は、固く拳を結び、土俵を一度ドンと叩いた。土でくすんだ銀の回しを払うことなく、血の滲んだ手で払ったのは、目の前にある葛富士のそれであった。 
　場内アナンスを無視してなおも飛び交う座布団を、覇久竜は去り際に掴み取り、振りかぶった。が、その手は静かに下ろされ、代わりに、騒乱を引き 裂く雷の如き嘲る轟を土俵にぶつけ、そこを後にした。それでも葛富士には、油が一滴かかるほどにもない。肩に背中に幾枚当たっても揺るがない。頭上を掠め た一枚が、黒の銀杏をさわりと撫ぜるまでは。 
　仕切りでも、対戦中も、溢れるざわめきを浴びても、ピクリともしなかった葛富士の眉が、その形を僅かに歪めた。薄く眼を伏せ、俯いて影を落とした顔が、暗がりに濡れた。 
　腰を落とし、行司の運ぶ軍配上の分厚い懸賞金に手刀を切る。微かに震えた手を伸ばすと、引っ掛けたのか、取り損ねた。土で汚れたそれを改めて受け取り、濃紫のまわしから下がりを抜いて土俵を降り、深々と礼をする。 
　館内の動揺は未だ引かず、喧騒の中でも厳かな弓取り式の始まりを待つ。 
　これで三勝一敗。今日は金星。勝ち越せば殊勲賞も付くはずだ。 
　礼から体を起こし、一呼吸分ゆっくりと天を仰ぎ、振り返って長い息を吐く。一髪乱れた大銀杏にそっと手をやり、引き揚げた。 
　葛富士將勝。生涯最後の花道である。 
　吹く風に　二つ落ちたる　相撲取り花
02 LAST　MAIL
青菜そると
　ずっと探していたものをやっと見つけた。 

古い映画のリチャードギアの台詞がプロポーズの言葉だった。 



講義があけ誰もいなくなった学内の礼拝堂で安物の婚約指輪をはめてやると、舞は俯きながら僕の足を小さく蹴った。腰まである黒い髪がきらきら光り波を打った。 
本当なら今すぐにでも結婚したかったが代々厳格な教育者一家の中で育った僕には親の目もあり学生結婚には踏み切れず、舞には就職まで待ってもらうことにした。舞は渋々ながらそれに了承してくれた。 



　そんなある日、学食に現れた舞はなにか嬉しそうだった。 



「どうした？ 何かあった？ 」 



「アレ来ないんだよね。出来たかな？　赤ちゃん。」 



「いつから？ 」 



あの時、僕は何故あんな顔をしたのだろう？　結婚するつもりなのに自分の親の顔が先に浮かんでしまい露骨に嫌な顔をしてしまった。僕はどこまで自分本位なのだろう？ 



「ふーん、そういう顔するんだ？ いいよ、大丈夫、病院行くから心配しないで。」 



そういうと、引き止める手も振り払い舞は出て行ってしまった。 
その後、すぐ電話をしたメールも入れた。しかし、舞からの返事は無かった。部屋に行くがいつも留守だった。実家に連絡を入れようかとも思ったが躊躇してできなかった。あれから、僕は眠れぬ夜をいくつ過ごしたのだろう？ 

数日後、やっと舞から電話が入り彼女の家の近くの喫茶店で待ち合わせをした。何日かぶりで見た舞は、後ろで髪を束ね化粧っ気もなく酷く疲れて見える。僕が席に着くと舞は言った。 



「妊娠じゃなかったよ、良かったね。」 



「何故連絡くれなかったの？　なにがあった？　良かったねって、そんなこと言うなよ。ごめん。」 



「検査入院してた。妊娠と思たっらさ、子宮頸癌だって。最悪。明日からまた入院だから支度忙しいし帰るね。」 



僕は耳を疑った。引き止める間もなく舞は店を出て行った。 




それからは、まさに地獄のような日々だった。 

若い細胞に巣食った癌細胞は爆発的に増殖した。僕は、何もしてやれない自分の無力さを憎んだ。 
全身に転移した癌は静かにしかし確実に舞の身体と精神を蝕んだ。抗癌剤治療が始まると自慢の黒髪も全て抜け落ち、外出許可が下りてもそれを気にし て舞は病室でふさぎこんだ。僕はせめて外の空気を吸わせてやりたいと、長い黒髪のカツラを買い見舞いに行った。それをを見て舞は言った。 



「こんなのかぶって外に出かけろって？　ふざけないで！　元気な顔なんかもうできない！　これ以上どうしろって言うの！　私死ぬんだよ！　わか る？　もう優しくなんかしないでよ！　すぐ良くなるとか、治ったら結婚しようとか、全部嘘じゃない！　ちっとも良くなんかならないじゃない！　もう赤ちゃ んだって産めないんだよ！　気休めなんてもう聞きたくない！　なら、私が死んだらあなた死ぬの？　ねぇ？　何か言ってよ！　ねぇ！　黙ってないで何か言い なさいよ！　」 



堰が切れたように言うと、舞はカツラを床に投げ捨て嗚咽した。僕は何も言えす、病室を後にするしかなかった。何をしても裏目に出る。いっそ一緒に死にたいと思った。 



その２日後、舞の母親から容態が急変したと連絡が入った。急いで病院に駆けつけると、うつろな眼で人工呼吸器で弱々しく呼吸する舞がいた。その姿 に永遠の別れを悟った。僕を見ると、舞はか細い手を差し出した。手を握るが舞の手には握り返す力も無い。微かに唇が動くが声にならない。瞳が何かを訴えて くる。僕は何度も舞の名を呼びながら、その手を握り続けた。 
ふと、舞の瞳が枕もとの携帯電話に向いているのに気がついた。僕が舞の携帯電話を手に取ると舞はそのまま眠るように昏睡状態に陥った。 



３日後、目を覚ますことなく舞は帰らぬ人となった。 



舞の携帯電話には僕宛の未送信メールが一通残されていた。 



件名：なし 

本文：ありがとう 
素直になれなくてごめん 




そのメールには一枚の写真が添付されていた。そこにはあのカツラを被り微笑む舞が写っていた。
03 巨大ロボットの宿命
谷建一
　プロジェクターで投影された映像の中で、試作機用のトリコロールカラーに塗られた巨大な人型の兵器が、標的の戦車をペイント弾で撃ちまくっている。 
「――開発コードＢＰ―０２が実用レベルに達しているとの判断が下り、大変ホッとしております」 
　開発部長は目にかかる前髪を少し指先で払いながら、出席者に顔を向ける。 
　会議室には開発部門の担当者から、各部部長、重役、納入予定の自衛隊幹部までが揃っていた。 
「トライアルでは、武装は簡易的なものだけでしたが、以降は様々なものを開発、導入して行きたいと考えています」 
　人型兵器の動きは機敏かつ柔軟で、戦車の狙い切れない俯角に姿勢を縮めてもぐり込む事すら出来ている。ペイント弾まみれになった戦車は、既に地の色を推測する事も出来ない。 
「うむ……自衛隊の主力戦車がいとも容易く、すばら……しい」 
　自衛隊幹部は感激しつつも、悔しがっているような、複雑な表情をしている。 
「これは黙っていても売れますね。多少吹っ掛けても良さそうですなぁ。いやぁ、売り易い商品は本当に助かる」 
　営業部長がぺちりと頭を叩く。 
「設計段階よりも性能が高いのではないか？　確か初期段階では、戦車一個小隊に相当とあったが、この模擬戦では二個小隊六輛を一方的に撃破している。これで予算通りなのかね」 
　取締役が尋ねる。 
「はい。実際、我々も人型である事が、これ程自在な運用を可能にするとは想定していませんでした。懸念されていた体高と装甲厚も、匍匐前進や高速回避を併用する事で、従来戦車に勝るとも劣りませんでした」 
　開発部長は、表情を崩す。 
「以降、ＢＰ―０２並びにその派生機こそが、陸戦力の主力となって行く事と思われます。さて」 
　皆の表情が緊張に強ばる。 
「最も重要な事を、一つ、決めなければなりません」 
　開発部長は溜息をつく。 
「この兵器種をカテゴライズする、『ロボット』以外の格好良い呼び方の考案であります！」 
「あの……」 
　開発副部長がおずおずと手を挙げた。 
「それ、本当に必要なんですか？」 
「当たり前だ！」 
　開発部長は怒鳴った。 
「そんな下らん質問をしている暇があったら案の一つも出してみやがれ、この包茎チンカス野郎！」
04アカの目覚め
無我野狂四郎
世の中は悪事であふれかえっている。 
街角は悪魔であふれかえっている。 
人の心は日を追うごとに荒み続けている。 
政治が愚かだと基本、そういうご時世だ。 
仕方がないことだ。 
「ひぃいいい！」 
路地裏の片隅で、誰の目にもとまらない掃きだめで、 
今日も酷いことは平然と行われているのだ。 
「き、君たちは、人の稼いだ金を奪ったりして恥ずかしくないのか？」 
サラリーマン風の男が、いかにもガラの悪そうな若者に取り囲まれている。 
「オッサンさぁ。弱肉強食って言葉知ってる？ 
　言っても強い奴だけがうまい肉を食えるのな？ 
　弱ぇオッサンのがジッサイ、恥ずかしくね？」 
回りの若者がゲラゲラ笑う。 
「妻と娘を養っていく為に金が必要なんだ…頼む…見逃してくれ！」 
「そういうのウザイわけ。痛い目に逢いたくなかったらとっとと金出せよ」 
若者が男に詰め寄ろうとしたその時、一陣の風が吹いた。 
まぁ、よくあるあれだ。つむじ風というやつだ。 
「だったらてめぇはその強さで稼ぐズラ。 
　暴力に任せて人から物を奪う行為を、社会では犯罪と呼ぶんズラ」 
全体的に赤すぎるヒーローは、そう言い捨てると若者の一団に襲いかかり、あっという間にこてんぱんにのしてしまった。 
マフラーを翻して飛び去るヒーロー。 
男は、夢から覚めたかのように立ち上がると家路を急いだ。 

悪事に反応するかのように現れる、最強の赤いつむじ風。 
風の噂というヤツは巷に出ると回りが早い。 
どこぞのインフルエンザウィルスにも勝るとも劣らぬ伝染性で、口から口へ。 
「カンジさっ！アカズラ捕まえようぜアカズラ」 
「あぁ？なんだ急に」 
「賞金が出るんだよ！５０万！」 
政府はアホだなぁ。とカンジは思う。 
今度は居もしない正義のヒーローに懸賞金をかけ始めやがった。 
「５０万あったらViiが買える！」 
こいつもアホだなぁ。とカンジは思う。 
「手がかりとかあんの？」 
「アカズラはどうやらヅラらしいんだ！」 
「で？」 
「赤い髪のヅラ持ってる奴探せば良いんだよ！」 
「で？」 
「とりあえずカツラ屋に行ってみようと思うんだ！」 
「カツラ屋は面白そうだな」 
幼なじみのメイコに引きずられながら、 
俺もヒマだなぁ。とカンジは思った。 

カツラ屋に入った瞬間、カンジにはわかった。 
「あんた、アカズラだ」 
単なる噂だと思っていたヒーローが現れた。 
ご町内の商店街にひっそり存在するカツラ屋なんかで、 
こともあろうに赤い髪のカツラを合わせている最中だった。 
スーツが赤い。眉が赤い。まつ毛が赤い。瞳が赤い。唇が赤い。爪が赤い。 
とにかく赤い。全体的に。 
赤くないのは髪の色だけだった。 
こいつは本物だとカンジは思った。 
「だったらどうするズラ？」 
「あんた、賞金首だ。」 
赤い女性の笑みに、ドキリとするカンジ。顔が赤くなる。 
「捕まえて警察に突き出す！」 
メイコはカンジの様子に眉をひそめながら赤い女性に詰め寄った。 
「それは残念ズラ」 

そういうと女性は、目にも止まらぬ速さでメイコに赤いヅラを被せた。 
「何を…」 
「あなたは私を捕まえる気にならないズラ」 
「…」 
「私たちは、あなたたちのような好奇心の強い子を待っていたんズラ」 
急におとなしくなったメイコに焦りを感じながら、カンジは女性を睨み付ける。 
「私…たち？」 
「何についても無関心で。 
　面倒なことには見向きもしない事なかれ主義が、今この国を蝕みつつある」 
眉をひそめるカンジをよそに、赤い女性はメイコの赤いヅラをなでた。 
「あなたは求めたズラ。 
　あるかどうかも分からない未来を、欲望のままに。 
　偉いズラ」 
「私、わかったよ」 
「女の子の方が、気づくのは早いものズラ」 
赤い髪の女性は頷き、メイコの手を引いて店の奥へ消えた。 
「お…おい！どこ行くんだ！」 
しばらく呆然としていたカンジは何かに気がついたかのように追いかけたが、 
開け放たれた裏口の外に二人の姿は既に無かった。 
以来、メイコはカンジの元から姿を消した。 
風の噂では、アカズラの背が時々随分縮むのだと言うことだ。
05 偽る者に後光は差さず
ザビー矢車
　全面を硝子で覆われた議事室に十二人の導師達が集うのを感じると、大導師クリストフは静かに瞼を開け、厳かにこう言った。 
「残念な、だが捨て置けない事があります」 
　それから周囲を見渡し、 
「この中に偽りの者が一人居ります」 
　議事室全体に強い動揺を引き起こした。 
「大導師よ、それは真の事ですか」 
　導師の一人トマスがその輝かしい頭を滲み出す汗で光らせながら言ったのに対しクリストフが鷹揚に頷けば、ざわめきが増して、賛同と疑惑と否定の声が木霊した。 
　特に熱心なのは導師サイモンで、隣に座る導師タデウスや導師マテオが辟易とした顔をし、対岸に居る導師イスカが少し冷めた視線を送っているにも 関わらず、脂汗と共に口角泡を飛ばしている。対照的なのはクリストフの隣の座を占める導師ヨハンであり、大導師の小姓と噂される程に耽美な顔をうっそりと させ、周囲の喧騒を見渡している。尤も、側頭部からこめかみに掛けて垂れる一筋の汗は、彼の胸中もまた決して穏やかでは無い事を示していよう。或いはそれ は疑いの眼差しを受けては無く、放ってのものかもしれないが。 
　しかし、それでも尚、答えは出て来ない。 
　一体誰が偽りの者であるのかという議論はやがて沈黙を守る大導師への不審へと変わって行き、とうとう導師ジェイコブが立ち上がるとクリストフを見て、 
「いい加減黙っておられるのは止めませんか大導師よ、誰がそうなのですかっ」 
　その叫びに、議事室は水を打った様に静まり返った。皆が最初にそうであった様に、長者たるクリストフがどう答えるのか、固唾を呑んで見守っている。 
　彼は暫くの間唇と瞼を閉ざしていたが、やがて瞳を開くと、 
「私は期待していました。その者が自ずと名乗り出る事を」 
　それから、しかし無駄だった、と溜息を漏らした後、片手を上げて、 
「導師イスカ」 
　僅かに振って見せれば、今まで平静を保っていた顔を驚愕に震わすイスカの頭から肌色をした何かがふわりと転がり、その下から無数の髪が、忌むべき悪魔の体毛の如き黒く太く艶めいた髪が零れ落ち、皆の前にその姿を露にした。 
　皆が釘付けになった様にそれを見据える中、彼女は絶えざる汗を顔全体に浮かばせ、 
「……どうしてお気づきになられたのですか大導師。遮断板を挟んでおいたのに」 
　そう尋ねたイスカに、クリストフは酷く哀しげな顔を浮かべ、 
「貴方だけが冷たく渇いていた。この日の光差し込む天上の建物が中にあって」 
　手元に引き寄せた無毛の鬘の、人工樹脂の硬質な肌に触れ、溜息を漏らした。 
「成る程……流石は大導師」 
　イスカはその様子に心底恐れ入った風に言うと、周囲の顔触れに視線をやる。 
　彼女を見詰める導師達の瞳には憐憫と侮蔑と、強い嫌悪が篭っていた。 
　それはかつて彼等自身に注がれていたものと、同じ感情だった。かつて、髪を失う事が神を失うのと同義であった迫害の時代の、しかし科学の光明が、禿げる事こそ人間がただの動物を越えた事、超肉体的能力開花の兆しである事を啓蒙した、その瞬間までの。 
　そんなかつてとは逆の立場で、偽りを白日の元に晒されたイスカは、それでも尚、消える事の無い尊敬と羨望とある種の嫉妬が篭った黒い眼をほんの数秒前まで友であった者達に向けた後で、畏れを受けた堅い笑みを口元に浮かべながら、 
「大導師……ただ私は貴方達と共に在りたかっただけなのです。どうか、どうかお慈悲を」 
　だが、それは聞き入られる事の無い願いだった。クリストフが首を横に振ると、合わせて他の導師達が立ち上がり、イスカを取り囲んで行く。 
「大導師よ……」 
　彼女はもう一度繰り返そうとしたが、それは最後まで紡がれ無かった。 
　気が付くとイスカは無音の虚空の中に居て、彼女が認める下へと堕ちて行く。 
　その先の末路を思い、観念の吐息を発したイスカは、最後に己が頭上を眺めた。 
　そこには、天使の光輪を宿した者達が、神々しい眼差しで彼女を見下しているのだった。
06 ポピー☆オレンジ
マルボロ=マン
　深い緑の絨毯の上に雛芥子の鮮やかなオレンジが風に揺れるのを横目に、僕は弥生ちゃんと並んで歩いている。夏服になったばかりのセーラーの半袖からのびた白い腕がついと上がって、前髪をかき上げる仕草に心奪われるようになったのは何時の頃からだろう？ 
「惣太、今変な事考えてたでしょ。」 
　弥生ちゃんの抗議の目が僕に刺さる。 
「ば、馬鹿だな。何を根拠に？」 
　僕は惚けて視線を無駄に泳がせてみたりするが、動揺は全く隠せてないだろうなあ。 
「惣太のくせに。」 
　幼なじみの僕らのいつものやりとり。いつもの日常。 
　でもいつもと違う事件が、彼女の家の前に背中を丸め肩をすぼめて立ってたんだ。 
「弥生。」 
　家に帰る最後の曲がり角を曲がったところで不意に声をかけて来たのは、40代？いや、50代位だろうか。中肉中背、黒縁眼鏡で、額に玉のような汗を滲ませたおじさんだった。 
　雰囲気から察するに変質者の類いではなさそうなんだけど。って言うか、僕はこのおじさんを知っているぞ。知っている筈なんだけど誰だったっけ？ 
「久しぶりだね。元気だったかい？」 
　人の良さそうな丸顔から少しはにかんだ笑みがこぼれる。一方弥生ちゃんはというと、一瞬状況が飲み込めないといった感じで呆然と立ち尽くすも、次の瞬間烈火の如く怒りだした。 
「今更どういうつもりよ。私とお母さんにはもう関わらないで！」 
　少し異常とも言える怒りよう。 
「そのお母さんがね…、お母さんが許してくれたよ。だから…」 
　その言葉を遮るように更に弥生ちゃんはまくし立てる。 
「嘘よ嘘よ、お母さんがあんたを許すはず無いじゃない。今すぐ帰って。もう二度と顔を見せないでよ。」 
　ああそうか、昔遠くに行ったと聞かされた弥生ちゃんのお父さんだ。なんで僕はすぐに気が付かなかったんだろう？ 
　寂しそうに佇むおじさんと、状況について行けずオロオロするだけの僕。それに明らかに取り乱してる弥生ちゃんの三竦み状態が暫く続いた。 
「もういい。」 
　その場の息苦しさに終止符をうったのは弥生ちゃんだった。 
「あんたが消えないなら私が出てくわ。」 
　言うが早いか弥生ちゃんは踵を返して元来た道を走り出す。慌てて追いかけようとした僕の背中におじさんの声が呟く。 
「確か惣太君だったね。娘を宜しくたのむよ。」 
　力無い言葉に僕はお辞儀だけ残して、弥生ちゃんを追って走りだしたんだ。 
　子供の時から弥生ちゃんを見ている僕は知っている。弥生ちゃんがこれまで母親と二人でどれほどの苦労を強いられて来たのか。だから弥生ちゃんが父親を許せない気持ちは理解できる筈なんだけど、どうしても釈然としない心持ちになるのは何故だろう。 
　彼女にかける言葉が見つからないまま追いかけて行くと、さっきの雛芥子の花を見下ろせる場所で弥生ちゃんは立ち止まっていた。 
「惣太には関係ないでしょ。もう帰りなさいよ。」 
　怒りで震える彼女の声。言葉を探しあぐねて佇む僕。 
　沈黙が夕景に重くたなびく。 
　次の瞬間僕ははたと気づいた。 
「そういえばおじさん、髪の毛あったな。」 
　子供の時よく遊んでくれたおじさんの頭は禿げていた。そうか、最初に誰か分からなかったのはその為か。 
　そこまで考えて我に帰った。つい口から出た言葉が二度と元に戻らない事に愕然とする。火に油を注いでしまったかもしれないと身構える僕に、弥生ちゃんは意外な反応で答えた。 
「あははははは…」 
　突然大声で笑い出したんだ。やがて笑い声は涙気を含んで潤んだ音にかわるも、彼女は笑い続ける事を止めなかった。 
　そうか、そうなんだ。弥生ちゃんの本心は父親を恨んでなんかいなかったんだ。きっと怒りをぶつける対象を作る事は、幼かった彼女が苦しみを乗り越える為に必要な事だったんだろう。 
「惣太のくせに。」 
「って意味わかんねえし。」 
　言いながら僕は、僕のＹシャツで鼻水を拭く彼女の頭を撫でた。 
「惣太のくせに。」 
　夕日に照らされ、雛芥子が優しく揺れていた。
07 想いのたけ
Menつゆ
　毎日毎日顔を突き合わせているのに、こうして手紙を送るのも何だか変なものですね。でも、これを読む頃には、少しくらい、君は僕のことを気にかけてくれているんじゃないかと思いながら、筆を執っています。 
　本当は、この手紙を出すべきかどうか、まだ心のどこかに迷いがあります。このまま何も伝えない方が君のためにはいいんじゃないかという気もするのですが、それでは僕自身にとってやりきれないという気持ちもあり、とにかく書くだけは書こうと思うのです。 
　まどろっこしい言葉をいくら連ねても想いは伝わらないと思うので、単刀直入に言います。これは恋文です。きっと君は驚くでしょうね。だって、君 にとって僕はただの友達の一人に過ぎないのですから。でも、これは冗談ではありません。僕にとっての君は友人以上の存在なのです。初めて出会ったときか ら、ずっと。 
　ああ、言ってしまった。でも、ここにこうして書き記しただけでも、心の重荷が解けたようで、どこかほっとしている自分がいます。 
　君が僕の、この想いを拒絶するであろうことは分かっています。それが怖いから、手紙なんていう手段を取ったのです。一方的に送りつけられた君か らすれば、この手紙は爆弾テロのようなものかもしれませんね。でも、どうか最後のわがままとして、許してください。君が僕の想いを受け止めてくれなくても かまわないのです。ただ、せめて知っておいてほしかったのです。 
　君と過ごした日々は、本当に幸福でした。僕の灰色の日々に色彩を与えてくれたのは、間違いなく君という存在なのです。でも、与えてくれた幸福 と同じだけ、あるいはそれ以上に、切なさや悲しみといった感情も、君は僕に教えてくれました。君と顔を合わせる日ごとに膨らんでいく秘密の圧迫に、僕はも う耐えきれなくなってしまいました。 
　それでも君に知っておいてもらいたいのは、僕がただ絶望に打ちひしがれ、孤独の内に行くのではないということです。君と生きる未来を夢想し、幸福の内に行くのです。 
　君は来世を信じますか。バカなことを、と笑うかもしれませんね。それでも僕は信じます。信じざるを得ないのです。それだけが残された希望なのですから。 
　今度、生を受けるときには、必ず女として生まれてきます。十数年経って、君のそばに年離れた少女が近づいてきたら、それが僕です。きっと可愛い女になるので、そのときは受け容れてあげてください。少女の訪れる日を、どうか待っていてください。 
　それでは、再会できるときを楽しみに、僕は行きます。そのときまで、君に不幸がありませんように。 






――手紙は、故人の部屋から、故人の父親の手によって見つけられた。中身を読んだ父親は、それを焚き火にくべて燃やした。手紙は真っ白な灰になって、青空に散っていった。 
08 聖婆
冷麺　始
　お前さん、肩で息をしてるね。 
　ここに来るまでにいろいろな障害があったろうに。 
　こんなお婆ちゃんに会うために命の危険を冒すなんて、物好きなこった。 
　え、婆あだとは思わなかったって、お前さんもきれいな顔をして言うねえ。 


　お飲みよ、そのミルク。ほら、目の前にコップが出てるだろ。 
　甘いだろ、母乳だよ。 
　ふふふ、びっくりしてるね。ま、無理も無い、外界には母ってもんが居なくなっちまったものねえ。 
　成熟した女性の胸を見たことがあるかい？ 
　ぼっかりお椀を伏せたような山が二つ胸に膨らんでいて、弾力があったり、ふうわり柔らかかったり、そりゃ触り心地の良いもんなんだよ。 
　その頂点にあかい突起が付いていてね、赤ちゃんを産むと、溢れんばかりの白いミルクがそこから出てくるんだ。それはそれは不思議な光景でね……。 
　人間が人間の食べ物を作る、この乳房は唯一の場所なんだよ。 
　なんでここに母乳があるのか、って？ 
　ラボで乳腺細胞を培養して造ってるのさ、無尽蔵にね。 
　タンクの内腔を覆った細胞が、まるで血を流すようにお乳を造っていくのは凄まじい光景だよ、母の執念を感じるって言うかね。 
　あたし？　あたしは思考パターンを移植されたただの人工知能だよ。 
　こりゃ作られた映像さ。せっかくなら美少女にして欲しかったんだけどね、科学者だった息子がこの姿がいいって譲らなかったのさ。 
　他の男に恋愛感情を持たれたくないって、変だろ。 
　ま、外界では「聖母」って事になってるらしいからお前さんのように期待して来る人には悪い事をしてるんじゃないかってちょっと気が咎めるけどね。 
　質問に答えて欲しいって？ 
　いいよ、その椅子にお座り。 


　この神殿に寄進した屍はどうなるのか？　どうやって子供を作っているのか？　それから……って。 
　ちょ、ちょっと待ちな、そんなにいっぺんに答えられないよ。 
　順に話そうかね。 
　もうずいぶんになるから、お前さん達の間でも記憶が曖昧になってきているかもしれないね。温暖化で食糧事情が悪くなった末に資源も枯渇して戦争が起こったのさ。 
　もう疑心暗鬼の連続でさ、瞬く間に地上は荒廃しちまったよ。 
　ま、人間が悪いわけじゃない、人間を操る欲張りな遺伝子が悪いのさ。 
　結局、環境ホルモンや、放射能で男も女も生殖能力が無くなっちまった。 
　今はお前さん達の屍から栄養素やDNAを取り出して、クローンを培養槽で育ててる。 
　全てオートマチック、息子達が確立した技術だよ。 
　暫く母乳で育てられた後、この神殿の入口に赤ちゃんが現れるというわけさ。 
　最近、早死にするものが多いって？ 
　仕方ないさ、リサイクルでお前さん達の遺伝子もだいぶ疲弊してきてるしね。 
　第一この工場ももう限界。 
　そう、人類は滅びるのさ。 
　悲しいかい？　でも、それは遺伝子が作った感情なんだよ。 
　ふふふ、かく言う私も寂しいんだよ、実はね。 
　だって、私だって遺伝子に作られたものだからねえ。 


　イントロンって知ってるかい？ 
　DNAの中にある、蛋白質に翻訳されない部分さ。 
　実は人間のイントロンの中にウィルスのDNAも眠っていてね、細胞に特殊な処理をしてやるとウィルスが出てくるのさ。 
　気の遠くなるくらい過去にヒトのDNAと一緒になったんだろうねえ。 
　今の環境じゃもう人類は駄目さ、存続するには何か別な手を考えなくちゃいけない。 
　だから他の生物のイントロンの中にヒトの遺伝情報をなんとか組み込もうと思っているんだよ。 
　遠い未来、進化レースを勝ち抜いた生き物がヒトの遺伝情報を目覚めさせるかもしれないじゃないか。 
　で、ものは相談だけどね。 
　屍じゃなくて、活きの良い細胞が沢山欲しかったんだよ。 
　勇気があって知恵がある、お前さんのような若い個体から、ね。 
　ありゃ、もう母乳に入れた睡眠薬が効いたのかい……。 
　蝶や、鳥や、蛆虫達が春になったらきっとこの神殿から沢山出て行くよ。 
　何億年後の復活を夢見ながらね。
09 No Silver Bullet 
桂 奈乃
その店は、記憶にあるものとは異なっていた。 
魔女という連中は気紛れな人種だ。唐突に居を変えても不思議ではない。 
が、その心配は無用だろう。 
アーネンエルベ。遺産を意味する、独逸第三帝国魔術研究局の機関名。 
そんな看板を掲げる人種など、魔女以外にいるものか。 

「やほ、ユイ」 

狭い戸口を潜ると、鼻孔に満ちる古い木と埃の匂いと、物憂げな少女の声が私を出迎えた。 
淡い金髪を肩口で揃えた、十代半ばの北欧系。先月は赤髪だったが、また身体を移ったらしい。 

「御機嫌よう、リア。また屋号を変えたの？」 
「独逸の品が沢山入ったからね。チュートンの長剣から88ミリまで、何でもあるよ。どう？」 

リアの指した先には、実に独逸的な無骨極まる巨砲が鎮座していた。 
どうやって搬入したのかは、考えないことにした。それが賢明だからだ。 

「私、戦争してるわけじゃないんだけど」 
「似たようなものでしょ、シルバーシャワー」 

私が顔を顰めると、リアはくすりと笑みを零して、腰を上げた。私がその綽名を嫌うことをよく知っているのだ、この魔女は。 

「いつもの？」 
「違うわ。今回は、憑かれた人間を祓うの」 

弾が銀だって、生きた人間は撃てば死ぬ。普段と違い、ベネリM4で薙ぎ倒すわけにはいかないのだ。 

「珍しいね。んん……ゴルト･シュトゥース、これはどう？」 

僅かに考えた後で、リアが杖を振った。どこからか、金製の短剣が私の元に漂ってくる。 

「銀でなく、金？」 
「ふふっ。只の金じゃないよ」 
「元はどこかの教会の十字架とか？」 
「むしろ逆。コレね、ホロコーストの産物なの」 
「？」 
「ユダヤ人の金歯。ちなみに、あっちに並んでる鬘もSS謹製。夜に髪が伸びるの」 
「うぇ……」 

思わず仰け反った私に、リアは楽しげに笑う。 

「で……使えるの？」 
「これだけ怨念が濃いと、霊体も斬れる。ユイなら多分、呪弾も撃てる。あと、刃先で指すだけで独逸人を呪い殺せるよ！」 

何故か、リアは小さな胸を張った。私の人生に、独逸人を呪殺する機会が何回あると思っているのだろう。 

「独逸人の死体、高く買うよー。処女の身体なら、特にね」 
「死体を売る悪魔祓いが何処にいるのよ……ま、いいわ。貰うわ、これ」 
「まいどありー」 

白紙の小切手を投げ、店を出ようとしたときだった。 

「――気を付けて。人間の意思を奪うほどになったモノは、相応の力を持つ」 
「？」 

いつになく真剣な声に、思わず足を止める。 

「要は、危険ということ。大概、核を潰せば力を失うけど」 
「そう、ありがと」 
「ん、またおいで」 



――助けを求める被害者を包むのは、蠢く濡れ羽色の混沌。幾多の歪んだ貌が現れては融け、呪詛を吐いて消えてゆく。 
助けられるだろうか。金剣を鞘から抜き、M4を構えた途端だった。 
爆発的に膨れ上がった混沌が、巨大な触腕と化した髪を唸らせる。余裕を持って避けたというのに、風圧で身体が揺らぐ。 
成程、確かに危険だ。これを掻い潜って金剣を振るうのは、骨だ。一撃でも受ければ、文字通り、骨が折れる――いや、砕けるか。 
距離は、約20m。手持ちの装備では心許ないが――覚悟を決め、駆ける。 
蠢く触腕の群れにM4を連射し、擦り抜ける。生きた心地がしない。 
弾の尽きたM4を捨て、足下へ這い寄る混沌をVz.83の掃射で縫い付ける。 
髪で編まれた巨大な拳が、正面から迫る。MAC11を抜くと同時に全弾を叩き込むが、揺らぎもしない。最後に残ったM37を構えたのは、私が挽肉になる1秒前。銀の驟雨を浴びた混沌が、堪らず弾け飛ぶ。 

「っ！」 

あと、5mだった。 
視界を遮るのは、空間を覆うほどの髪の針――駄目だ、避けようがない。 
死――いや、まだだ。魔女の言葉を思い出せ。私の手にはまだ、殺すための武器がある。呼び起こせ、金の呪いを。宿った怨念に、殺意の指針を与えて解き放て――！！ 



――被害者の精神を蝕み、操っていたモノに火を放つ。 
溜息が漏れる。忠告なぞ珍しいと思っていたけど、リアの商品だったとは。 
全く、あの小娘、どうしてやろうか――。
10 ナナイロアフロ
ナナフロブラック
　その凄惨な事件はこんな些細なやり取りから始まった。 
「お前、薄くなったよなぁ……」 
「ハゲてねぇよ！」 

　「薄くなった」という言葉を「ハゲ」という単語に置き換え、強い口調で反論してくるあたり、本人は相当気にしているのだろう。 
　だから、つい面白くなり、会うたびに「また薄くなった」とか言って、からかうようになった。 
　しかし、いつになっても「ハゲじゃねぇ！」の一点張りで、なんだか腹がたってきた。 
　そして、俺達はひとつの作戦を開始したのだ。その作戦とは七色に輝くアフロヅラを奴の頭部に装着させ、「ああ、確かにハゲじゃないですね。アフロだし」と言ってやるという恐ろしい悪戯。その名も『オペレーションナナイロアフロ』。 
　俺達、チームナナイロアフロ（以下、ナナフロ）は、順次作戦行動を開始した。しかし、それは悲劇の序章であった。 
　 
　最初の刺客、渋谷はゴミ捨て場で見つかった。全裸に剥かれ、局部に七色のアフロを乗せられ、その痩せすぎた白い腹には極太油性ペンで「復習するは我にあり」と書いてあった。漢字を間違えていた。 
　この事件はナナフロに衝撃が走った。まさか奴がそこまでバイオレンスな男であったとは。ハゲな上にバイオレンスである。 
　次は、大塚と大崎が刺客として出向いた。しかし、こちらはさらに酷いことになった。二人は同じくゴミ捨て場から発見されたのだが、大塚は頭頂部の髪が綺麗にそり落とされ河童ヘアに。大崎は大塚からそり落とされた髪を前髪に、接着剤で接着され、スネオヘアにされていた。 
　そして、大塚の、河童のお皿の部分に「明後日きやがれ！」と書いてあったので、明後日、残った戦力を総結集して、ハゲに挑むことにした。 
　 
　最終決戦の夜は、静かな夜であった。 
　残った四人のナナフロは、それぞれ七色のアフロを手にハゲの家へと向かった。 
　 
　ハゲの家はひっそりとしていた。時刻は午前二時。ハゲは既に眠っているはずだ。合鍵を使って扉を開ける。足音を潜ませて、家の中へと進入する。一歩、一歩、ゆっくりと。寝室の手前で立ち止まり、深呼吸。 
　先頭を行く日暮里が扉を開け、電気をつける。突撃だ！　ムーヴ！　ムーヴ！　ムーヴ！ 
　しかし、ベッドの上にハゲはいなかった。かわりに大量の、引き割り納豆が置いてあった。 
「う、うわぁぁ！　やめろ！　な、納豆だ！　納豆が攻めてくる！！」 
　突然、五反田が取り乱し七色アフロを振り回す。 
　しまった！　罠か！ 
　納豆に慄き、部屋から五反田が駆け出していく。そして、玄関の重たい扉を開ける音がしたと同時に悲鳴が聞こえた。待ち伏せだったか！ 
　玄関に向かって日暮里と田端が駆ける。少し遅れて俺も後を追う。 
　玄関先には額に「内」と書かれた五反田が捨てられていた。中途半端に前髪が刈られている。辮髪にするつもりだったのだろうか。五反田の横にはスイッチが入ったままのバリカンが捨てられていた。 
　日暮里と田端は既にハゲを追っているようだ。俺もすぐに後を追う。 
　二基あるエレベータは片方は一階に停止しており、もう片方は下に向かって降りている最中だ。おそらく現在降りている方には先行した二人が乗っているのだろう。が、恐らくエレベータは囮（デコイ）だ。 
　俺は階段で屋上を目指した。 
　 
　屋上の扉は開け放たれていた。夜風を受けて、心もとない髪を風になびかせ、ハゲは立っていた。 
「……さぁ、おとなしく七色アフロをかぶりやがれ、このハゲ野郎」 
「何度も言うようだが、俺はハゲではない。そして、君達は大いなる勘違いをしている」 
　ハゲは不敵に笑い、そっと自らの頭に手をかけ、ゆっくりと頭皮を、いやズラを剥がし始めたのであった。 
　すると突然後光がさし、アルカイックスマイルを浮かべたまま、ハゲが天に昇っていくではないか。彼の通った跡には七色の虹が、夜であるにもかかわらずはっきりと架かっていった。
11 凡
月桂樹
やけに冷え込むと思ったら地吹雪だ。 
こんな夜明けに運転は嫌だが、今日からの売り出しのネタが必要だ。 
眠い目を擦り、ハンドルを握る。 

四駆と言ってもこんなアイスバーンでは、安全ではない。 
雪は闇に白く螺旋を描いて感覚を鈍らせる。慎重にアクセルを操る。 

どれくらい進んだだろうか、 
突然、目の前に黒猫が飛び出したのを避けようとブレーキを踏んだ瞬間、車は横に回転を始めた。 
全身の血が逆流する。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

何だろう？ 
こんなことは初めてだ。 
寝起きの悪さにだけは自信のある僕が、目覚めた瞬間に120％覚醒している。 
それに… 
部屋に人の気配が有る。 
間違いなく誰か居る。 
僕を見つめる眼差しは、 
間違いであってほしいけれど、 
この温かさ、優しさは、 
間違うはずもない。 

父だ… 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 


朝靄の折々重なり薄紫に 

ほのかに明るく心地よき 

香りいづこより聴こゆ 


水音の感ありて 

寄れば俯く人影は 

ゆるり振り向き穏やかに 

微笑みたたえる女人の 

後背の一段明るく 

しづかに放たれる眼光の 

想いを窺い知れず 


伝うべきことあり 

ぬしが息子を迎えにゆく 

この河を渡る舟に載せ 

凡に還す 


時期を早めたは息子が罪なれど 

因はぬしにも有れば 

ただ其れを奪うも酷なり 

如何を申せ 


悪しきとも吾子なれば 

因の我に帰する有れば 

罰を受くるは我なり 

元より親に先立つは孝に在らざれば 

其れを許すは人に在らず 

神罰の要は我にて 

息子に死神の向くなれば 

吾、鬼となり子を護もらん 


然り、ぬしの命その息子に継ぐ。 

一度、会うことを許すが 

何も話してはならぬ 


おい、女 

よいか、妻は舟に乗せるな 


ぬしよ安ぜよ 

我は死神…命を粗末に奪いはせぬ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 


フロントガラスの白い螺旋が斜めに崩れ、黒猫の歪んだ笑いが貼り付く。 
猛烈な回転なのにスローモーションのようだ。 

突然止まる回転、圧迫、激痛、意識切断、沈黙… 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

病院に着いて、医師の説明を受ける。 
何を言われても理解不能だった。 
解りたくなかった。 
「生存の可能性は、１％です。 
良くて植物人間…」 
医師の声に意識が遠のく。 


父の最期の表情は、 
私のよく知る表情。 
酔って眠りこけたような満たされたものでした。 

殺しても死なないような強い男なのに…、 
父は呆気無く逝きました。 

人って、何？ 
僕らは、なぜ生きているんですか？
12 人間
ポチョムキン
　その光景を見た瞬間、一気に静寂が訪れたように感じた。大きく脈打つ自身の心臓の鼓動だけが、やけに耳につく。 
　拓海は遠くなった意識のなか、ただ一点だけを見つめていた。目の前にいる親友の寿。その隣で腰を地に落とし、背中を木に預けた女性へと。彼女の首は項垂れ、長い髪が顔を隠している。 
　ジャジャーン！　不意に音楽が鳴ると女性が立ち上がり、背に隠し持っていた小さなプラカードを掲げる。そして―― 
　拓海の脳裏に、そんな映像が流れた。もしかしたらテレビ番組で、同じような光景を見たことがあるのかもしれない。しかし現実の彼女は、ぴくりとも動くことはなかった。 
「拓海……」 
　女性と同じように身動き一つせぬまま、ただ荒々しく生気を放っていた寿が、このとき初めて声を発した。その声に、ふと我に返った拓海は、自分よりも頭一つ背の高い親友の顔をおそるおそる見上げる。 
　全体を紅潮させ、努気を含んだ寿の堅い表情。前髪の分け目から覗く額には、玉のような汗が浮かんでいる。 
（この顔……） 
　拓海は苦み走った感情を抱くとともに、過去、幾度も見てきたこの顔に改めて恐怖した。 

　二人は幼い頃からの親友である。多少乱暴なところもあるが、普段の寿は気の置けない心根の優しい奴だと、拓海もそう思ってはいた。しかし、寿には別の顔があった。 
「寿、お前、それ……」 
　躊躇いながらも女性を指差し、訊ねる。と、そのとき―― 
　強い風が吹き、二人を襲った。周りの木々が騒がしく音をたてる。拓海は咄嗟に頭を押さえつけた。しかし風が止んだところで、なにかを思いついたかのように慌てて手を下ろす。 
　こんなときだというのに、無意識の内とはいえ格好を気にしてしまう。拓海はそんな自分の習性を愚かしく思ったのだった。が、それもすぐにどこかへ吹き飛んでしまった。 
　寄りかかり方がよほど不安定だったのか、風に煽られた女性は、横へ、仰向けで地面に倒れ臥した。 
　――ごく。 
　息を呑み、思わず目を伏せる。 
　露になった女性の顔。苦しさからか恐怖からか、その表情は元の人相を判別できないほどに歪んでいる。 
　冷酷なまでの残虐性、殺害衝動。それに駆られ実行してしまう。それが寿の持つもう一つの顔であり、その衝動を発散する場所がここ、山道を逸れ、森のなかをわけ入った、二人の秘密の場所だった。 
「寿、お前どうして」 
　この顔を覗かせたときの寿に、拓海はいつも恐怖の感情を抱き、少なからず嫌悪する。しかし間違えても人にその目を向けることはなく、なにより普段の寿に好意をもっていた拓海は、今まで見て見ぬ振りをし通してきた。 
　これは心の平衡を保つための、謂わばガス抜きなのだと。相手は虫やペット以外の動物なんだから、別にいいじゃないかと。それが―― 
（拓海……またやってしまった） 
　十数分前、“わざわざ”寿が連絡してきたときから、なにか嫌な予感はしていた。まさかという気持はあった。しかし、現実に寿は越えてはならない一線を越えてしまった。 
　拓海は再び女性へ目をやった。と、視界の端になにかが映った。見ると女性の足首にかかる白い布、下着。 
「寿、お前まさか無理矢理」 
　すると寿は、不意に様子を一変させ、慌てて否定した。 
「違う！　それはこいつが、自分で」 
「じゃあなぜだ！　なぜ――」 
　男と女の関係になろうとしている最中に、それと真逆と言っていい衝動に駆られるなんてことが、あると言うのか？ 

　暫しの沈黙が流れた。すると寿は、大きく、ため息のような息を吐き、「そいつ、男だったんだ」と言った。 
　その顔は、どこか悔しさを滲ませているように見える。拓海は驚き、再度“彼女”へ目をやった。 
　よく見ると、首の中ほどに喉仏がでている。 
　じゃあ――視線を下半身に移す。 
　じゃあ寿が怒って手をくだしてしまったのは――すべてを理解した拓海は、こちらも悔しそうな顔になり 
「だからって、お前……」 
　そう、一言呟いた。 


　　　　　　 了
 13 光
いぬ
浅黒い肌をした親父の死体は、まるで木製の人形のようだった。 

これか、これが俺の人生にずっと重くのしかかっていたのか。俺は、ぐんなりとして壁に寄り掛かっている親父の死体を眺めながらそう思った。 
屈んで親父の手に触れると気持ちの良い冷たさが肌を伝わる。 

その時だった。突然、それが傾いた。死後硬直が始まったのだろう。親父の頭をぐっと掴んで元の位置に戻そうとした瞬間、頭がずれた。俺は確かに親 父の髪の毛を掴んではいるのだが、身体はやはり傾いたままなのだ。おかしいと思い、更に髪を引っ張った。何て事は無い。親父はヅラだったのだ。 
俺は思わず笑った。家族にすら黙っていたのか。こいつは本当に自尊心の塊みたいな奴だ。 

そう思い手にしたカツラを放り投げた時、少し開いた窓から差し込んでいた光が、親父のつるつるに光る頭を眩しいくらいに射した。 

その光景を見た俺は、震えた。 
親父の頭は、光を綺麗に反射させ、光は進行を遮げられてはいるものの、その輝度は減少する事なく、それどころか更に増して、コンクリートの床に小さなひだまりを作っている。 

ああ俺は、このようにして生きればよかったのかもしれない。 


俺はいつもの癖で爪を噛みながら部屋中を歩き回り考えた。 

俺は親父の存在によって、あらゆる道を絶たれはしたが、この目の前の光の筋の様に、ぶつかり、先に進もうとはしなかった。ただ、親父を俺の道から退ける事しか考えていなかった。 
ああ、そうだったのか。親父はただの、俺がぶつかるべき障害物に過ぎなかったのだ。 

そこまで考えて、俺は両の拳で自分の頭を思い切り叩いた。 
ああ、全く何て事を考えているんだ。もう全て終わった事じゃないか。そうだ、もう全て終わった事だ。先へ進め。先へ進むんだ。 


それから俺は目をつむり、暗闇を迎合した。
14 薄毛の味方ヅラレンジャー！（激闘 格差社会編） 

レインボウ青島さん
『あぁぁ～、やっべえなぁ～』 
　男の一人暮らしで散らかったアパートの一室。この部屋に住む昭雄の嘆きが、力なく漂っていた。 
　彼は壁に掛けた鏡の前に立ち、頭部を鏡に押しつけんばかりに近づけている。二十九歳の会社員。最近、抜け毛がひどくなったのが悩みの種だ。頭髪は日増しに薄くなり、髪の上からでも頭皮の色が目立つ。 
『まだ俺、二十代なのによぉ～』 
　老化現象の進行の速さに怨嗟の声を上げ、薄い頭を抱える。やはり増毛やカツラを考えるべきだろうか。だが経済的にそんな余裕はない。逃げ道が見つからない。 
　目を伏せていた昭雄は顔を上げ、再び鏡を見る。するとそこには、 
『やあ！　大丈夫かい、昭雄くん！』 
　いつの間にか背後に異様な侵入者たちが立ち並んでいた。人数は五人。腰に手を当て、胸を張っている。昭雄は鏡の中の光景に驚き、振り返って侵入者と向き合う。驚きすぎて声は出ない。息を呑んで目を見開く。壁を背にした体が強張る。 
『怖がらなくていい！　我々は昭雄くんの味方だ！』 
　にこやかに、そして爽やかに告げる侵入者の代表らしき男。よく通る渋い声だ。 
　五人の服装は奇抜の一言。それぞれ違う色の全身タイツと凝ったデザインのヘルメットを身につけており、腕や脚に金属的な装飾を施していた。 
『あ、あなたたちは…』震える声で昭雄が言う。噂は聞いたことがある。薄毛の人の前に颯爽と現れるその集団の名は。『もしかして、あなたたちはヅラレンジャー？』 
『その通り！　我々は薄毛の味方ヅラレンジャー！　俺はリーダーのレッドだ！』 
　並ぶ五人の中央に立つ、赤い全身タイツの男が宣言した。 
『我々は薄毛に悩む人々を救うために日々活動している！　一人ひとりにカツラを作り、（髪の）豊かな人生を送って頂く！　それが薄毛の味方ヅラレンジャー！』 
　持参されたラジカセの軽快なBGMとともに、レッドの声が朗々と響く。 
『ほ、本物のヅラレンジャー…！』力強い救いの手に、昭雄の表情が希望に満ちる。 
『えっと、本当に僕にカツラをくださるんですか？　僕、お金ないんですけど』昭雄が確認のために尋ねる。 
『おいおい、見損なうなよ』レッドの隣の青い男が一歩進み出た。口元に笑みを浮かべ、人差し指を振る。『薄毛の味方ヅラレンジャーが、薄毛の人から金を取るわけないだろ？』 
　他のレンジャーたちが力強く頷く。『ブルーさんの言う通りです』とグリーンらしき男が同意した。 
『ああ、何ていい人たちなんだ！』昭雄は膝をついて拝むような姿勢になった。 
『喜んでもらえて嬉しいよ！』親指を立てて応じるレッド。 
堂々たる立ち姿のレンジャーに、昭雄は感動を覚えた。 
『さあ！　（髪の）豊かな人生を送るために、まずは選んでくれ！』レッドが昭雄に言う。 
『選ぶ？　何をです？』と尋ねる昭雄。 
『何をって、色をだよ』急かすようにブルーが言った。 
『俺のように、燃える炎の色のレッドカツラ！』レッドが掌で自分を差して言う。 
『俺のように、深い海色のブルーカツラ！』ブルーが続く。 
『僕のように、目に優しく美しいグリーンカツラ！』 
『俺のように、高貴にして神聖なパープルカツラ！』 
『私のように、見るものを惹きつける鮮やかなピンクカツラ！』 
　最後は紅一点のピンクが締めくくった。五人全員がポーズを決めている。 
『さあ！　選んでくれたまえ！』 
『あのう…、普通の黒いカツラはないんですか？』 
　会社員の昭雄は、まさか赤や青やピンクのカツラをつけて職場に出勤するわけにはいかない。 
『はっはっは！』それを聞いたレッドが笑う。『申し訳ない！　ブラックは激務がたたって長期休職中だ！』 
『需要が多すぎるんだよな。需給のバランスが取れてない』パープルが吐き捨てる。 
『ついでに言うと、ブラウンも過労で体調不良。イエローは欧米長期出向で戻らない。あいつ早く帰ってこないかなあ』 
『あなた方ももう帰ってください』 
　需要のない色のレンジャーたちに、昭雄は冷たく告げた。
15 最高の初夏の日に
アスティン
　昇りたての陽光が砂浜を煌かせている。 
　ジム・ニューマンの部屋はマンションの７階にあり、ベランダの下はすぐ砂浜だった。 
　ジムは手摺りに腕を預けて缶ビールを呷っている。コンクリートの床には数本の空き缶と、乾いた染みがあった。 
　昨晩から２人はベランダにいた。 
　そのきっかけは昨日の深夜のニュースで流れた気象情報だった。 
「明日は少し早い真夏日和になりそうです」と、アナウンサーが告げたのを聴いて、ジムは電話に駆け寄った。 
　トビー・オールドマンは電話の１時間後に現れた。玄関に入ってきた彼は、カウボーイハットを被り、金縁のサングラスを掛け、肩にはライフルを背負っていた。 
　トビーは得意げな笑みを浮かべると、ホルスターに収まった拳銃を差し出す。それはイスラエル製の大型拳銃で、少なくともあの瞬間は、両手に感じる重みが頼もしかったのは事実であった。 
「さぁさぁ、新しい朝が来たぞ」 
　トビーが振り返って言った。太陽が彼の背とライフルを照らし、まるで小説に出て来そうな偉大な冒険者に見えた。 
　ジムはビールの残りを一気に飲むと、空になった缶を手摺りの上に置いた。 
　何気なく砂浜を見下ろすと、ジョギングをしている男の姿があった。 
　８年前の同じような日、散策していた老人が、突然砂の中に引きずり込まれてゆくのを見てしまった。翌年は海から上がってきたサーファーが同じよ うにやられた。それから毎年、犠牲になる人々をジムは見てきた。そして、砂浜がダイヤモンドを散りばめた様に輝く、最高の初夏の朝にだけ事が起こるのでは ないかと、今は推測していた。 
　今年もくるならば、まさしく今だろう。それは気まぐれな早朝の散歩だったのかもしれない。しかし毎年の犠牲者のように不運にも選ばれてしまったのだ。 
「ランニングマンが！」 
　トビーの叫びにジムは回想の世界から我に返った。砂浜を走っていた男が倒れている。彼は四つん這いになりながら必死に手足をバタつかせている。砂を掻いているのだ。驚きと恐怖が入り混じった悲鳴が聴こえて来た。 
　トビーは口をあんぐり開けて男を見詰めている。去年までの自分の顔だとジムは感じた。そのおかげか、今日は初めて冷静に臨むことができていた。砂底の殺し屋はどんな奴なのだろうか。警察で間に合う相手だろうか。正直その姿を見ようと思うことが怖かった。 
「スコープ！」 
　ジムが言うと、トビーは慌ててライフルを構え、レンズを覗き込む。 
　ランニングマンの悲鳴が大きくなった。次の瞬間、彼の身体は勢い良く砂の中に引っ張られ消えてしまった。 
「何てこった！」 
　トビーが言った。愕然とした横顔が、レンズを覗いている事すら忘れているように思えた。 
「君は酔っちゃいなかった！」 
　忙しく銃身を動かしながらトビーは叫んだ。 
「何か見えるかトビー？」 
「靴だ。靴が片方。ランニングマンのかもしれん」 
　スコープを覗きながら彼は答えたが、次の瞬間、身体を震わせながら呻き声を上げて卒倒していた。 
　恐ろしいものを見たに違いない。心は一挙に挫ける寸前にまで追い詰められていた。トビーを引き摺って部屋へ飛び込め。と、胸の中では無数の喚き上がった。しかし１人だけが違うことを声高に訴えてくる。これを逃せば後は無い。勇気を出せ。と言っていた。 
　そうとも。ここから去れないのは、いつまでも半信半疑だからだ。ここらで確証を得よう。今年も酒を飲んでいるが、トビーは俺が酔っ払いではないと言ってくれた。 
　意を決し、恐る恐る視線を上げると、見覚えの無いものが砂浜にあった。それは横並びになった２つの白い小船のようなもので、真ん中にはそれぞれ一筋の黒い線が走っている。　　 
　何なのかは、それが瞬いたのを見て初めて気が付いた。 
　砂浜に刻まれたそれは、爬虫類のような瞳孔を持つ、信じられないほど巨大な２つの目だった。
16 まどろむ骨
林太郎
　寂しく美しい場所だった。 
　吹き上げる海風に草原が波立つ。波の始まり或いは終わりは切り立った崖の向こう。蒼穹は果てしなく続き、やはり果てしなく続いているだろう見えない海から、男波女波のやむことない歌が潮の香りを連れてきた。 
　でも退屈。 
　緩慢に過ぎる時に奏子は倦んでいる。そしていまや退屈だという呟きだけが奏子を奏子たらしめていた。 
　一体全体なぜ私はこんな所につっ立っているのかしら。 
　考えることは嫌いだった。思索に没頭するなどと、本来の奏子には無縁だ。しかし他にすることがない。できることもない。精々が思いつく限りの服を取っ替え引っ替え。鏡もなく人っ子一人いない、ないないづくしのだだっ広い野っ原を眺めて。 
　奏子でなくても飽きるだろう。 
　それでも体の軽やかさに、長い髪のつややかさに、皮膚の瑞々しさに心が躍った。ひととき奏子は、確かにくびきから逃れ得た。あらゆるくびきから。しかし一方で奏子という存在は薄まり消えようとしていた。 
　ざわざわと波打つ不揃いの草が、金色のフィルターをかけたように煌めきにじみ、やがてぼやけゆく。 
　ああ、もうだめね。 
　これ以上踏み留まれない。諦めかけたとき、遠く風と波の音に人声が紛れ届いた。崖にへばりつく狭い階段を登ってやって来た身なりの良い中年の男女は、唐突に拓けた空中庭園に大きな声を上げる。 
「やあ、こいつはすごいな」 
「素敵なところでしょう」 
　闖入者に驚いたかチキチキと不満を鳴らし、草間から小さな影が飛び出した。一瞬たじろいだ女に、男が笑顔で手を差し出す。 
　まあ寧子。寧子じゃないの。 
　二人は手を繋ぎ草をかき分けてやって来る。ときどきよろけたり虫におののく女を男が支え、その度に微笑み合って。だが奏子に気づいた様子はなかった。 
「お義母さんの墓参りと言うから、霊園とか寺へ行くもんだとばかり思ってたよ」 
　奏子の目の前で二人が立ち止まる。男はハンカチで額の汗を拭い、女は辺りを見まわし考え込むように首を傾げた。 
「この辺だと思うんだけど」 
「こんな所に骨埋めちゃってもいいのかい」 
「遺骨と言っても小さいから。これくらいの」 
　親指と人差し指で二センチほどを示す。それにここは私有地だから、と女は続けた。 
「しかしよく買う気になったなあ、こんな土地」 
「私もさすがに呆れたわ。母はここに家を建てるつもりだったのよ」 
「そりゃ無茶だろう」 
　そう。そうそう、そうだったわ。ここにお家を建てようと思ったのよ。 
　一つ思い出すと霧が晴れるように奏子の記憶が次々と蘇る。ここで老後を静かに過ごそうと思ったのだ。カバードポーチのある白いアメリカ風の家を建てて。 
「ええ実際無茶だった。建築資材も上げられやしない。上下水道設備もないし。まったく後先考えないんだから」 
　あらそうだったの。それならそうと言ってくれればいいのに。 
「面白いひとだったんだね」 
「他人ならね」 
　まあ随分な言いようじゃない。 
　奏子はむくれると、ぷいと二人に背を向けた。長い髪が、娘時代お気に入りだった小花模様のワンピースといっしょにフワリと翻る。 
「本当に困った母だったわ。一時も目が離せない。お陰で娘の私は婚期を逃しちゃった」 
　自分の甲斐性のなさを私のせいにしないで頂戴、寧子。あなたったら小姑みたいにお小言ばっかり。そんなんだから男が寄りつかないのよ。 
「じゃあ僕はお義母さんに感謝しなくちゃ。こうして君に巡り会えたんだから」 
「三樹雄さん」 
　あら。あらあら。 
　奏子は目を瞠る。握り合う二人の左手の薬指には、陽射しを跳ね返して輝く銀のリングがあった。 
　へええ。やるじゃないのよ寧子ったら。ちょっと出腹だけど、なかなか男前だわ。ええと、ミチヲさん？ 
　でも。 
　吹き抜けるそよ風が好奇心を誘う。ためつすがめつ奏子は男を上から下から斜めから、舐めるように見た。見てつと手を伸ばす。 
　それはきっと海風のいたずら。 
　そう、きっと。
17 天然パーマ
みけにゃんこ
　かつらを外すなら、修学旅行かな……。私はそう決心していた。 
　小学校６年生の時、交通事故に巻き込まれ頭部損傷。幸いなことに脳に障害などが出るような怪我ではなかったが、頭皮の広範囲に傷が残り、その部分の髪がなくなってしまった。 
　１２歳の女の子にしてみれば、かなりというかすごいショック。医師の話では１～２年で再び髪の毛が生える可能性があるという。生え始めてもそれから人に見られる程度まで髪が伸びるのに１年はかかるだろう。私は、親の勧めもあってかつらを作った。中学受験も控えていたし。 
　中２で髪が生え始め、中３になった頃にはまだ、まばらなところもあるが、髪を結べばその部分も目立たないくらいにまで回復した。 
　今の中学の友人達は、かつら姿の私しか知らない。もう大丈夫かなと思いつつ、騒がれたり、注目されたりするのが嫌で、なかなかかつらを外すきっかけがつかめず、いままでずるずるとかつらの生活を続けていたのだ。 

　真由美、珠代、奈津子の３人は地下鉄に乗っていた。学校からの帰り道。もちろん話題は明日からの修学旅行のことだ。 
　にぎやかに話していたが、ぼさぼさセミロングにメガネの珠代が「じゃ、明日ね～」と手を振って電車から降りた。 
　真由美と奈津子は話を続ける。 
「珠代って、髪ぼさぼさだよね」 
　奈津子が天然パーマの髪をピンでしっかりと止めたショートの頭を軽くかしげながら言った。 
「うん、天パだよね。だから広がっちゃうんじゃない。さすがに親に言われて、今日、切りに行くって言ってたよ」 
　真由美はふんわりとした感じのショートボブの頭をこくりとさせながら言った。 
「えっ、修学旅行前日に！」 
「珠代らしいよね。奈津子、また、明日！」 
「うん、また、明日ね！」 
　真由美が電車を降りた。 
　女子学生というのはひとりだとてもおとなしいのに、２人、３人と人数が増えると、どうして、うるさくて周りに気を使えない集団となるのだろう。 
　奈津子はひとりになって小さい声でつぶやいた。 
「なにさ、真由美だって天パのくせに」 

　私は何度も何度も鏡の前でポニーテールに結んだ髪をチェックした。髪の量は怪我をする前とくらべるとかなり減ってしまった気がするが、丁寧にブラシを使ってなでつけるように結べば、地肌が透けて見えてしまうこともない。 
　よーし、明日だ。かつらを外すのは、明日！ 
　私はストレートのちょっと茶色がかったポニーテールの髪を揺らしてみた。そしてにっこり鏡の中に微笑みかける。 

　朝、珠代が乗り込む駅でいつものように待ち合わせをしていた３人が顔を見合わせびっくりしている。 
「どうしたの？」 
「えっと、その、あの……」 
「おっはよ～、えっ？」 
「えっ、珠代まで、なに、どうしたの？」 
　３人はお互いの髪の毛を見て、お互いにびっくりしている。 
「えっ？？？」 

　３人の髪形の変化はクラスに驚きを巻き起こした。 
「えっ、どうしたの３人とも」 
「どれどれ、わー、本当だ。珠代、かわいい」 
　外国人の男の子みたいなベリーショートの珠代が真っ赤になって説明している。 
「昨日、いつもの美容室が休みで、近所のおばちゃんがやっているような美容室に連れて行かれたの。学校帰りで疲れてたし、西日でなんだか暖かくて、うとうとしちゃったら、こんな短く切られてたんだよっ！」 
　クラスメイトの大爆笑。 
　奈津子は「思い立って、ストレートパーマをかけた」、真由美は「頭の怪我で今までかつらしてたの」というだけの話で、拍子抜けするほどみんなにすんなり受け入れられた。 
　 
　あんなに何言われるか、どんな反応されるか悩んでたのがバカみたい……。私は髪型をからかわれて、騒いでいる珠代を見た。 
　もしかして、珠代と奈津子は私のことに気づいていて、あえて同じタイミングで髪型を変えたのかも。ありがとう、珠代、奈津子。 

　次の日の朝。 
「わーん、どうしよ。短いから寝癖が直んないよ～」 
　前言撤回。珠代は本当の天然だ……。  
18 雨じいさん
へそ次郎
　夕方の濡れる街。車道の隅へ熱い眼差しを送る雨じいさんの姿が久しぶりにある。普段はシミやほつれのある小汚い服とゴミ袋のカッパ姿なのに、今日は着ていなく、縦縞の院内着が濡れ、黒々としたオカッパの前髪がべたりと額に貼りついている。 
　幼い頃に脚を怪我した雨じいさんは杖を腰骨に当てて体を支え、上半身を左右に揺らしながら手を叩いている。ガソリンの油膜が張った水溜まりを蹴り上げる男の子へ向けて。 
　雨じいさんのそばにはふたりの男の子の姿がある。 
　ひとりは水溜まりを蹴り上げる子。 
　ひとりは雨じいさんのとなりでピカピカのランドセルを背負う豆太。大好きなヒーローが格好よくポーズを決める傘の柄を握っているから、ぱっちん ぱっちんと口に出しながら左右に体を揺らしている。雨の日にしか現れない雨じいさんに会いたくて会いたくて、天気予報のチェックはもちろん日課。最近は雨 になっても現れないからひどく落ちこんでいたから、今日は白い歯をこぼしながらぱっちんぱっちん、いっちにいいっちにい、おおきな声を出して揺れている。 たまにちらりと横目で雨じいさんを盗み見ながら。 

『そごの水溜まりの中には虹のカケラがあんなダ。起ぎれやァって蹴ればな“なした！”って空で眠てだ虹が驚いて雲のフトン蹴っ飛ばすなや。んで な、顔を見してけれって、手を十字にしてくるくる回りながら、たまにジャンプしたり、片足上げたりせばな“そごまですんならばすかたがねェなァ”と顔を出 すなや』 
　はじめて雨じいさんと話した日、豆太は不思議がった。虹を起こしているはずの、応援してもらっているはずの男の子を見ることができなかったから。でも気にはならなかった。雨じいさんの動きや話しがたのしいから。 
　雨が降れば虹を起こそうと男の子が現れた。男の子を応援しようと雨じいさんと豆太も現れる。けれど応援もむなしく虹がでることはない。いつもい つだってちっぽけだが偉大なショ―には終わりはやってきた。告げるのはいつもいつだって悲鳴を上げる長すぎるクラクション。雨じいさんにしか聴こえない閉 幕なる音。さびしげに眉根を下げては肩を落とす雨じいさんだったが、雨の日になれば変わらずたのしそうに男の子を応援していた。なかば諦めていたのが、い まではショーが途中で終わることに、虹がでないことに、嬉しくもあったのだ。ショーがまた次も観れたから。 
「いままでどこいってたの？　なんで服はいつもとちがうの？」 
　手拍子をしていた雨じいさんは豆太の言葉に手を止めた。 
「豆チャ、おれの腹ン中にはな黒くて強くておっかないヤツがいるんだどヤ」 
「そうなの？　ならやっつけてもらおうよ」 
　雨は止み、傘の上で細く流れていた雨は痩せて滴となり、ときおり柄からの振動と風で滑り落ちてゆく。豆太が傘の柄を回すとヒーローがポーズを決めたままくるくる回り滴が飛ぶ。 
　雨じいさんは力無げに肩を落とすとかぶりを振ってこう云った。 
「豆チャの憧れのヒトって誰だ？」 
　あこがれ？　と豆太は聞き返すから「んだば夢は？」と云い直す。 
「ヒーローだよ」 
「んだがァ……きっとなれっと。願ってればァ」 
「男の子まだいる？」 
　雨じいさんはもう一度かぶりを振った。 

　豆太が見えなくなるまで手を振った雨じいさんは、鼻から勢い良く息を吸い込むとふんと吐くと、ガードレールをまたいだ。 
「あぶないですよ！」若いＯＬが伸ばした手は、しわしわの皮を被った骨に叩かれひゃっと声を上げて尻餅をついた。 
　雨じいさんは両手を広げて回った。あの日の続きを。 
　でも――脚はついてはこれなかった。 
　よたよたとガードレールから離れる雨じいさん。それでも満面の笑みを浮かべていた。 
　鳴り響く長い長い長すぎる終わりを告げる悲鳴。 
　空では虹が架かっていた。
19 時限爆弾
毛帰朗
　バイト先の山田【脳ミソ足りてねぇー】先輩に、彼女の事をとやかく言われ、言い返しているうちに、喧嘩になった。その晩、デート中に事の顛末を話したら、アイ子にも嫌われてしまい、結局、まともに話せるヤツは一人もいなくなった。 

　真夜中過ぎ、独りアパートに帰って、布団に潜り込んだが一睡も出来ず、明け方、開き直って起き上がり、万年床に胡座をかいて考えた末、時限爆弾 の製作を決意するに至った。淋しさを紛らわす為なら、小鳥や金魚を飼うという手もあったが（実際、山田【アホ丸出し】先輩の容姿は、セキセイインコに酷似 していたが）それでは自分が、余計に小さくなってしまうようで、とても惨めに思えた。 
　哀れで惨めなフリーターを生息地ごと、街ごと、丸ごと吹っ飛ばす必要があった。それは、正義の遂行であり、未来への清算だ。つまりは、時限爆弾だ。 
　この結論を持って、夕方まで熟睡し、バイトには見事に遅刻。店長【Ａ型真面目一本】にたんまりネチネチと怒られた。その上、罰金も課された。時限爆弾しかない。 

　母方の祖父が腕のいい時計職人【昭和の名工列伝より】だったので、見よう見まねとＤＮＡのお陰で、ゼンマイ仕掛けの時限装置は何となく出来上 がっていった。朝の番組（フジ○レビ系）で女子アナと共演している目覚まし君の髭の部分に発火装置を取り付ける要領だ。夜の遅いバイトなのに無理して毎 朝、目覚まし君と「今日の占いカウントダウン」を欠かさずに観た甲斐があったというものだ。 
　余談だが、俺の星座は今年に入って最下位率がとっても高い。計算すると二十％近い最下位率になっている。大塚さんには悪いが、お台場にも一発仕掛けねばなるまい。肝心の起爆／爆裂部は五回に分けてバイト先から少量ずつちょろまかした。時限爆弾なのだ。 
　一ヶ月半に及ぶ慎重で緻密な作業は、身体的にかなりの疲労をもたらしたが、精神的には、とても癒されて安定し、心地よい期待感に震えて毎日を過ごした。 

「なんかさあ、この前は勢いで言い過ぎちまって、悪かったな」 
　と休憩時間に山田【Ｂ型女癖悪し】先輩は言った。 
「いや、そんな。気にしてないっすよ。ぜんぜん、大丈夫っす」 
　と俺は答えた。作業はもう仕上げ段階に差し掛かり、箱詰めを残すだけだというのに、時限爆弾は突然、ターゲットを失った。 
　翌日にはアイ子からも電話があり、なんとなく復縁して、つまり動機もなくなった。 

　休日、部屋には俺と時限爆弾と箱とアイ子が所在無く並んだ。 
「へえ、全部自分で作ったんだ。すごいね」 
　さしたる感動もなくアイ子は言った。本物だと思っていないのだろうか。そもそも時限爆弾の何たるかを理解していないのかもしれない。 
「すげえんだよ。二丁目全部が吹っ飛んじまうぜ、多分。市内のガラスは全部割れるね」 
　後半部分のトーンをグッと下げて、迫力ある演出で述べた。 
「そう、で、どこに仕掛けるの」 
　冷静な質問だ。 
「冗談とか、オモチャじゃねえんだ。本物なんだ。すげえんだ」 
　眼球に力を込める。 
「うん、それは、わかった。だからさ、どこに仕掛けるの」 

　引っ込みがつかなくなった俺は、山田【意外と話せるじゃん】先輩には悪いんだが、とにかく仕掛けて吹っ飛ばして見せることにした。 
　翌朝、山田【不幸な一市民】先輩の真赤なトヨペットが朝焼けに四散した。 

「……ごめーんなさい、牡羊座のあなた。思いもかけないだーい事件が発生。驚いたついでに体調も悪化、仕事も恋愛も最悪でーす……」
20 原因と結果
エルヴィン・ルドルフ・ヨーゼフ・アレクサンダー・シュレーディンガーの猫
　その若い研究者は、孤独だった。 
　友達も居なかったし、恋人も居なかったし、両親とはもう何年も疎遠だったし、ペットも飼っていなかった。彼は孤独に苛まれながら、自分が孤独な のは世の中のせいだと思うようになり、ついに世の中に対して激しい憤りを感じるようになった。彼の頭の中の小さな世界は、それを筋違いだと判断する事が出 来ず、適正に訂正する事が出来なかった為、彼のその感情は時を追う毎に膨らんでいった。 
　彼はついに自ら命を絶つことを決意し、世の中全てを道連れにしてやろうと思い立ち、その為に彼の持てる知識と技術と嫌らしい程の悪知恵を総動員してやろうと思った。 
　人付き合いを除けば彼は天才的で、人付き合いを除けば彼に出来ない事は無かった。彼は研究室に篭って、この世のどんな物でも絶対に破壊出来ない無敵の殺戮ロボットを作り上げた。 
　ロボットはサッカーボール程の完全な球体で、サッカーボールの様な模様が入っていた。目にも留まらぬ速さで飛び跳ね、自らの体を敵にぶつけて、 ぶつけて、ぶつけまくって相手を破壊する事が出来た。表面の金属はどんな攻撃にも耐え、恒星の超高温にさえ耐えた。中の電子回路はそれより少し熱に弱かっ たが、内側に発泡スチロールを貼ることでそれも解決した。 
　ロボットは起動すると同時にその機能を発揮し、その若い研究者を（とても記述する事の出来ない様な方法で）天国へと導いた。それから研究室を飛び出し、研究所の職員たちに（描写するにははばかられる様なやり方で）人生の終焉を与え、町に飛び出し、猛威を振るった。 
　突然現れた殺戮ロボットによって町はパニックに包まれたが、その前に一人の男が立ちはだかった。男は山奥のさる古寺で修行を積んだ格闘家だっ た。格闘家になる為に髪の毛を永久脱毛し、古寺での厳しい修行に耐えて町に戻ってきたのだが、永久脱毛した事にはひどく後悔していて、その為にかつらを身 につけていた。 
　男は血にまみれた殺戮ロボットに対峙し、殺戮ロボットは与えられた命令を忠実に実行すべく男に襲い掛かった。 
　男は殺戮ロボットに渾身の蹴りを見舞った。その蹴りは常識を超え、音速を超え、第一宇宙速度を超え、光速にさえ届かんばかりで、殺戮ロボットを 遥か宇宙へと弾き飛ばし、周囲に激しい衝撃波を撒き散らし、その衝撃で男のかつらが宙に舞った。町は更なるパニックに包まれ、男はかつらを捕まえるのに必 死になった。蹴り飛ばされた殺戮ロボットは雲を貫き、大気圏を抜け、宇宙を旅し、太陽へと辿り着き、表面の金属は核融合の炎に耐えて、やがて太陽の中心へ と飲み込まれていった。 
　しかし殺戮ロボットは諦めなかった。球体の体を操る為、球体を制御する機能を備えていた彼は、彼を取り巻く水素原子を操ろうと試みて失敗し、 試みて失敗し、試みてしまいに上手く行って、太陽の核を支配し、やがて太陽を支配して、彼に与えられた殺戮というプログラムを実行しようとした。 
　けれどもそれには途方も無い時間が掛かってしまい、彼が太陽を支配する頃には太陽は随分大きく膨らんでいて、彼の星はそのすぐ傍らを廻る灼熱の惑星になっていて、そこに生命は全く残っていなかった。 
　彼は大いに落胆した。殺戮兵器として生まれながら殺戮出来ない自分の処遇を呪い、成し遂げられなかった自分を悔い、打ちひしがれ、存在意義を疑い、苦悩し、けれど光明を見出し、やがて神の御心を理解し、遂に悟りを開いた。 
　そして宇宙の神秘に魅せられ、その広大さに心奪われて旅立つ事を決意し、遥かな深宇宙を目指してさ迷い、宇宙の果てに辿り着き、その壁さえも超えて無の領域にまで達し、そこで小さな原子にぶつかった。 
　原子はその弾みで瞬時に巨大化し、ビッグバンを引き起こし、彼にも耐えられない程の高温の坩堝となって、彼の意識を飲み込んで大きな宇宙となった。 
　つまりはそうして、神とこの宇宙が生まれたのだった。
21 本当にあった恥ずかしイイ話
今年の夏も扇風機
とある休日。 

１人の少年が、私の家を訪ねて来ました。 

「おじさん、子犬見せてよ」 

「ああ、貼り紙を見たのかい？」 

私は、その少年を庭に招き入れて３匹の子犬を見せてあげました。実は恥ずかしながら去年、私の不注意で飼っていた牝のビーグル犬が、何処の馬の骨とも知らぬノラ犬の子を……それはまるで牛のような白黒の毛並みをした子犬を産んでしまったのです。 

「可愛い」 

少年は、その奇天烈な白黒柄のビーグル犬を大層気に入ったようでした。 

少年に好奇心を抱いたのか、母犬の居る犬小屋から《ベコ》が後ろ足を引きずって出てきました。ベコは３匹と同じ日に生まれた兄弟なのですが……ベコだけ生まれつき足が悪く、人手に渡す事は出来ないだろうと名前を付けて飼っていたのです。 

ベコは、ひょこひょこと少年の足元にやって来ると兄弟達とじゃれ合い始めました。 

「おじさん、この子犬を僕にちょうだい」 

正直驚きました。少年が抱きかかえた子犬は、その……ベコだったのですから。 

「いや、止した方がいいよ。こいつはちょっと違うんだ。悪い事は言わないよ、他の子犬にしな？」 

「他の子犬とこの子犬の何が違うって言うの？」 

少年は私を咎めるように睨みました。 

「この子犬は大きくなっても、君と遊んだり散歩したり出来ないんだよ？」 

少年は何も言わず、私の前で穿いていたズボンを脱ぎ出しました。人の手を借りずにズボンを脱ぐ。この少年にとって、それがどれほど大変な事か……。恥ずかしながら、私には想像も出来ませんでした。 

彼の左足は、太ももから下が義足だったのです。 

少年は左足を伸ばして座ると、少年の指にじゃれるベコの腹を優しく撫でました。 


「きっとこの子犬は、自分の事を理解してくれる友達が欲しいと思うんだ」 



結局、私は少年の押しに負け、私のベコは白黒兄弟の中で一番に貰われて行きました。全く恥ずかしながら、その、なんというか……妙に感極まってしまい……私はベコとの別れの際に思わず涙を零してしまいました。 

「あれ、おじさん？髪がズレてるよ？」 

無邪気とは怖いものですね。少年が私のデリケートな頭をいきなり指差したのです。 

「お、おじさんはね、こういう髪型なんだよ。ね、ズレるとかよく解らないな」 

もう…寂しくて切ないやら、恥ずかしいやらで……私は涙混じりに苦笑いしか出来ませんでした。 

いやぁ、本当に……いい歳こいて、お恥ずかしい話です。
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ゆかり
　悪い癖がある。 
　直さなくちゃと思っていても、無意識にしてしまうのだからしょうがない。 
　そう、肝心な今この時も――。 

　目の前で男子生徒が赤面して立ってる。 
　彼とクラスは違うけど、よく廊下ですれ違っていた。関係としてはそれだけだけど、見かける度に気になっていた。 
　そんな気になる彼に呼び出されて、今こうして校舎裏で会っているのだけど、 
「あ、あ、ああ、あの……っ」 
　緊張した面持ちで、さっきからコレばかり口にする。大人しそうな見た目通りシャイみたいで、彼は未だ肝心な一言を言ってくれない。 
　かれこれどれくらいこうしているのか。 
（……もしも） 
　もしも？ 
　気がつくと、また悪い癖が出ていた。こうなるともう手遅れ。私の思考は勝手に流されて、 
（もしも、彼の……） 
　その続きを考えてしまった。 

「あんたまたフッたの？」 
　昼休み。教室で親友の机と向かい合わせにくっつけて、お弁当を広げ、作ってくれたお母さんに感謝して舌鼓している最中、向かいに座る親友が突然そんなことを聞いてきた。 
「フッた……ことになるのかな」 
　私は昨日彼をフッた覚えはない。ただちょっとした意志のすれ違いで、彼が誤解して泣きながら走り去っていっただけだ。私の制止の声も聞かぬまま。 
「声が小さいのよ、あんた」 
　フォークに刺さったフライドポテトを向けられる。 
　それに齧り付こうとしたら、ひょいと躱され、私の好きなフライドポテトは彼女の口の中へさよならした。 
「うぅ～」 
「呻ってもあげないわよ。……はぁ、あんたこんなにカワイくていっつも告白されてるのに、どうしてみんなフッちゃうのかしら。わっかんないわ」 
「いうほど私可愛くない」 
　親友のフライドポテトに未練を残し、自分のフライドポテトを食べる。ああ、おいし～。 
「カワイイって。激カワ」 
　熱弁されても自分じゃ分からない。ほら、そんなことはいいからそのフライドポテト頂戴。 
「だけどね～」 
　今度はフォークにミートボールを刺して、前後に揺らしながら天井を仰ぐ。ちょっと動かさないで、食べられないじゃないの。 
「あんた、告白されている最中に一体何考えてんの？」 
　ミートボールを口に放り込んでしまう。……ああ、ミートボール～。 
「別に、たわいないこと」 
「告白されてる最中に別のこと考えんな」 
　グサッと聞こえる感じでフォークをブロッコリーに突き刺す。ブロッコリー嫌い。 
「だって、はっきり言ってくれないから。以外と優柔不断だったのよね」 
「男の真剣な告白を優柔不断で片付けんな。可哀相でしょ」 
「だって何十分もじっとしてるから」 
「……身も蓋もない。んで、昨日は何でフッたの？　前に彼の事結構気に入ってるって言ってたよね？」 
「うん……」 

　目の前に立つ彼は同級生。クラスは違うけどよく廊下で見かけた。 
　結構格好良くて、実はちょっと好きだった。 
　そんな彼からラブレター――下駄箱に入ってた――をもらって、ここにいる。 
　だけど、なかなか彼から「好き」とか「付き合って」といった言葉が出てこない。ただ顔を真っ赤にしてるだけで何かを言ってくる気配がない。 
　だからか、私は無意識に場にそぐわないことを考えてしまった。 
（……もしも） 
　もしも、彼のあの髪が実はアレだったら。 
　きちんと毎日セットされているかもしれないあの髪型が、実は……。 
　そんな姿を想像をしてしまい、 
「――プッ」 
　吹き出してしまった。 
　途端、真っ赤だった彼の顔はまるで化学反応を示したように真っ青に変わって、泣きながら走り去っていった。 

「……それ、あんたが悪い。カツラって何よ」 
　呆れた声で言われる。 
「だって癖なんだもん」 
「悪い癖だよ、あんた。彼、絶対勘違いしたよ。『告白してる自分』が笑われたって。しかもあんたのくだらない想像の所為で」 
「うぅ～」 
「呻っても手遅れ。修復不可。おしまーい」 
　バッサリと言われ、 
「そんなぁ～」 
　私の始まりそうだった小さな恋は、こうして終わってしまった。
23 スケアクロウ
ノイ先生、嗚呼ノイ先生、ノイてんてー
　2月16日午前9時30分。私は鶴丸デパートの屋上で少年と出会った。 
　いつだったか空を見上げたとき、老朽化したフェンスが無くなって低い欄干だけになってるのを見つけた。四階建てでそれほど高くない鶴丸デパートは、隣のビルの非常階段から移れそうだった。 
　それで今日、試しに来てみたら、やっぱり入れた。でもそこには先客がいた。二月の雨に降られて立ち尽くす少年。霧みたいな雨が傘を持たない私と少年を包んでいた。 
　ショートパンツが印象的な有名私立小学校の制服を着てる少年は、一目で小学生だとわかった。少年は屋上の真ん中で、空をぼうっと見つめている。 
　鶴丸デパートの屋上入り口は、長方形になっているビルの長辺を背にして、ドアが中央を向く感じになっている。私はその左から入ってきて、しばらく少年の背を見つめていた。 
　やがて私が近づくと、振り返った少年と目があった。間近で見た少年の顔は、長い睫毛と白い肌、それから濡れたせいか栗色になっている髪が、まる で女の子のように見える。少し長い前髪から滴った水滴が、鼻の輪郭線を作ってあごへと落ちたのが短編小説のワンシーンみたいで印象的だった。けど唇だけが 紫に変色してるのが、妙に現実的。ちょっとちぐはぐな感じがした。 
「雨宿り、しない？」 
　そう言って、私は後ろの屋上入り口を指さした。屋上入り口の屋根は前に五十センチくらい突き出ていて、その下に色違いの安全地帯をくっきりと作っている 
　少年は黙って頷くと私の斜め後ろについてきた。いかにも真面目そうなブレザーの少年と並んで歩く私は、金髪にビンテージの上着とデニムを着ていて、出来の悪い姉と出来の良い弟っていう構図そのまんま。 
　私が締め切られたガラス戸の前に座ると、少年は私の左で壁に寄りかかってうつむいた。 
――緊張してんのかな。 
　なんて思って、私は少年の右手を強引に引っ張っぱり、後ろから抱き込んだ。ちょうどプールの滑り台に乗るときみたいな感じ。少年は、少しだけ抵抗したけど、やがて体育のときみたいにお行儀よく収まった。 
「飛び降り？」 
　私が尋ねると、少年の頭がこくりと沈んだ。 
「雨が降ったからやめた？」 
　二つ目の質問にも同じように答えた。 
「ダメなヤツだね。」 
　こんな時期に四階建ての屋上へ忍び込む陰気な奴がする事と言えば、大抵は飛び降りるくらいしかない。でもこんな雨の日に好き好んで飛び降りたくはなかったんだろう。一人で秘密基地ごっこ……なんてのも面白いかもしれないけど。 
　それきり私達は、会話もしないで雨がやむのを待った。時計なんて持ってないから、それが一時間後だったか十分後だったかも分からない。それから少年の手を引いてビルの縁に向かうときも何を話したか覚えていない。ただ少年の手が暖かかった。 
　欄干の上に立って見下ろした道路は、駅前なのに車が忙しく走ってるわけでもなく、小さいけど無人ではない程度の駅に似合いのまばらさだった。上を見れば、周りに四階建てより高い建物はほとんどないので空が良く見える。 
「じゃ、行こっか。」 
　私はつないでいた手を離して少年を見た。少年は何かを言おうとして言葉を探しているようだったけど、私には何を言おうとしているのかが分かって しまった。それはきっと『僕はやめる』それと『君も止めよう』。それを何か上手い言い方で伝えようとしてるんだと思う。こんなときにだけ頭が回る自分が笑 えてくる。 
　私は少年を見ながら、仰向けに倒れた。その下は歩道になっていて、たぶん四階という低さでも頭から落ちれば生きていることは出来ないと思う。 慣性に従ってゆっくり倒れる私を、少年が掴もうとして手を伸ばしているのが見える。今の私は死ねるのも死ねないのも彼しだいなんて、そういうのもいいかと 思う。 
――よく考えたら、小学生じゃ私の体重を引き上げられないか。 
　結局、私はそんなものらしい。そんなことを考えながら私は曇り空を見ていた。
24 リフレイン
フリート・フォックス
甘酸っぱいにおいに顔をあげると、薄目をあけた陽が光芒をぐるりとまわし、柱のようにそそり立った。思わせぶりなシルエットがゆれた。ブイでもヨットでも ない、まったく別のものに見えた。背後の段々畑、眼下には熟れすぎた橙黄色と交わる波の縮図。確かめなければならないような気がした。 
　一歩踏み出そうとするところを母親が止めにかかり、危うく一緒に落ちそうになる。夢なら覚醒につながっていたはずが、ざらざら頬をなぜる風があるばかりだった。新聞の小さな見出しが想起された。漂流した救命ボート、渇きを喚起する茫洋の大海。Ｋは思い浮かべていた。 

「今夜はお祭りだね」 
　根菜のスープから顔をあげて、曖昧に首を傾げる。調子はずれのティンパニとゼンマイを巻くラチェットが胸に響いたが、郷愁にしてもあまりに漠と している。ベートーベンの『月光』とグリーグの『朝』がてんでにはじまった。耳朶で奇妙に混淆して、鼓膜は濡れた脱脂綿にすりかえられたみたいだった。ど ういう祭りなのだろう。 
「母さん」 
　反射的に腰をあげかけたところを「窓、閉めてほしいんだ」と母親はとまってしまい、「気が散るんだよ」 
「でも行くんだろ？」 
　手持ちぶさたなのかワインに手をやって、 
「どうかな。たぶん、そうだね、行くよ」 
「なんだろうね、昨日はあんなに楽しみにしていたっていうのに」 
「昨日？　おぼえてない……わからないっていうのかな」 
　息子を見つめ、何か言ってやりたかったが、言おうものなら余計なことまで言ってしまうのだろうし、何が余計なことなのかもよくわからなかった。「行けば思い出すかもしれないよ」と話しをおざなりにすると、食事だけが音楽に興をそえている。 

　町は海にむかい城壁らしくふるまっていて、錆びついた砲台が誇らしげだ。段丘に従って伸びる褪せたとりどりのパステルカラーにひび、鐘、いかに も秘密めかした陰翳。ときおり見える空に灯台の光が瞬いて、格子のついたバルコニー、窓から誰かしら顔を覗かせている。悲しかった。きつい勾配を行き来す る雑踏。下卑た喚声。路地はまるで迷路だ。何がどう悲しいのかはわからなかった。一歩一歩近づいているようで黙認すら許されていないのだから、もっと根源 的な問題かもしれない。 

　広場はまばらにしんみりとして、何もなかったように装っている。這うような違和感。祭りの名残りなのか、噴水の上に何かくくりつけられていた。 崖で見たシルエットが想起された。しかしむろんブイでもヨットでもない。のっぺりと丸い、黒と、カーキと、黄金色が混じる寸前の細いマーブルで、金属とも 鉱物ともつかないが、表面のつやが風に畝ってなめらかな弾力を持っているのがわかった。無意識に見上げ、意識下でうごめきだすとりどりの果実、扉の山、仔 馬、浮きあがる頭蓋……不意に、鮮明な案山子のイメージ。そいつも確信を深めたらしい。空の亀裂から青みを帯びた光がＫを射し、町を抜け海をもぐり際限な く伸びていった。投影するのは霧なのか、塵なのか、あるいは微生物の群れなのか、静寂をばらまいてぼんやりと流動している。他はすべて群青のビロードが覆 い、人も風景も空虚だった。 
　入口に立つと、正面から小さなトラックがびっこをひいてやってきた。車幅はほとんどいっぱいで、壁の陰にはりついていたらしい男がこちらをむき、「いい夜だね」と一際大きな曇を見上げた。首の骨が耳の中で鳴った。怒ったようなエンジンにうもれそうになりながら、 
「何も思いだせないんだ。何もわからないのかもしれない。君は僕のことを知らないだろうか？」 
　Ｋは答えずに、薄笑いを浮かべてその場をすり抜けていく。青白い顔、茫漠の表情！　光の中をどこまでも走っていった。 

　空にひびがはいる。朝がくるらしかった。光は光の中で光を失っていずれなくなり、中身だけ浚われそうな、波際に足を浸すのに似た感覚が残った。 
　さもあらん、微かな潮騒が聴こえてくる……
25 「そんなバカな」
桂　小六郎
　月の初めの月曜日には全校朝礼だと決めたのは、やはり今壇上で熱弁を振るう理事長なのだろう。すらりと伸びた上背にボリュームのある銀髪をキッチリと整 えたロマンスグレイの風貌は見るものをそれなりに惹きつけ、朗々と謡うように語る声は渋い重低音となって腹に響くようだった。しかし内容は小難しい言葉の 羅列もいいところ、結局何が言いたいのかよく解からないというのが難点であった。ついでに言えばこちらとしても理解しようという意欲は殆どゼロであった。 梅雨入りも迫る週明けの、朝っぱらからこんな密集隊形で立たせられるこちらの身にもなって欲しいものである。ウチの高校は人数の割にこういう施設がやけに 狭いんだよなとつくづく思った。毎回三人は貧血で倒れるのだが、改善策はないのだろうか。 
　俺は飽きて、ぼんやりと宙に視線を彷徨わせていた。その先では朝から迷い込んでいるらしい鳥が一羽、羽音を立てて講堂の天井辺りを飛び回っていた。 
「なぁ、知ってるか……？」 
　後ろから、クラスメイトの原が小声で話しかけてきた。こいつも相当飽きているらしい。 
「隣の組に高柳っていただろ……」 
　俺は記憶を探り、茶色い髪の遅刻常習犯の顔を思い出した。 
「あぁ、この間突然学校辞めたって奴な？」 
　首だけ振り返ったらやけに近いところに原のニキビ面があった。実にむさ苦しかった。 
「あれ、さ……ここだけの話……」 
「なんだよ、勿体ぶって……」 
「理事長のヅラの下を見たからだ、って話だぜ……？　辞めさせられた、って」 
「……はぁ？」 
　俺は壇上で悠々と語り続ける理事長を見やった。特にその豊かな頭髪を。 
「……ヅラ？　ヅラなのか？　あのオッサン……」 
「噂だが、な。うかつにその秘密に触れたものは皆、闇に葬られるという……」 
　怪談さながら、原の声は次第に絞られて消えていった。 
「んなバカな」 
　遠くからしか見たことはないが、とてもそうは見えなかった。それ以前にその話自体がおかしいだろう。そういう意を込めて原を見やったが、奴の目は真剣だった。 
「俺、卒業した先輩から聞いたんだぜ。嘘か真か、教師だろうが生徒だろうが、お構いなしってな……」 
「ありえねぇだろそんなの。大体、どういうシチュエーションだよ……？　ヅラが飛んで見えちゃった、みたいな？　漫画やコントじゃあるまいし。ハゲ見られて生徒消す理事長ってのも苦しいだろ」 
「……ありえねぇかな？」 
　さすがに苦笑いを浮かべて原も首を傾げた。 
「どんな学園七不思議だっちゅうの」 
「へへ……、お、やべぇ教頭が睨んでるぜ」 
　つまらんなぁ、と俺は溜め息をついて前に向き直った。その瞬間だった。 
　ごつ、という鈍い音がした。飛び回っていた鳥が天井の建材にぶつかったらしい。鳥は失速し、そのまま理事長の真上に落ちてきた。 
「あわっ！」 
「あっ！」 
「理事長！」 
　興奮した鳥の叫びと理事長の短い悲鳴が交錯し、大きく振り回した理事長の腕が何もない空間を薙ぐ。教師達が駆け寄る中、鳥は理事長を足場にして再び高く舞い上がった。その爪に余計なものを引っ掻けたまま。 
　――場が、凍った。 
　銀髪は、鳥と共に去りぬ。理事長の頭部は、なまめかしい桃色に変わり果てていた。 
　数百人が一斉に生唾を飲み込み、講堂は異常な静寂に包まれた。 
　その瞬間に全員が全員と目線を交差させていた。俺は原を見た。原も血走った目で俺を見ていた。そして全員の視線が再び理事長に集まった。横っ ちょに僅かばかりの草ッ原を残しただけの、別人かと思うほどに風貌の変わり果てた理事長はステージの上に立っていた。動いているのは彼だけだった。彼は スーツの埃を払い、頭を撫でてから落ち着いてマイクを掴み、やがて髪の、神のお告げだとでも言わんばかりに俺たちに向かって宣言した。 
「――全員……」 
　全員？ 
「退学っ！　解散！」 
「そんなバカな！！」 
　全校生徒と全教員のツッコミは、奇跡的なユニゾンで怒号となって響き渡った。
26 河童騒動顛末覚書
三河屋惣兵衛
　厠にて人の尻を触る不届き者がいたので、その手を掴み力任せにひねったら引き抜けた。子供の身丈ほどもあろうかというだらんと長い棒のような物は、一面青黒い鱗に覆われて生臭い。両の端は指の細い手のようになっていて水かきがついている。これは河童に違いない。 
面白いので床の間に飾ることにした。水盤に菖蒲とともに折り曲げて生けるとなんとも奇抜な景色になった。 
　いかにも愉快。 
　番頭の嘉助を呼んでこれを見せる。当世流行りの散切り頭をしたこの優男がひどく驚いて腰を抜かすさまはなんとも情けなく、女中たちには見せられぬ痴態。 
　大いに満足。 
　しどろもどろとした嘉助の言い草によれば、 
「この手の持ち主は裏池の河童に違いなく、河童は水神の眷属にて使いです。早々に腕を返してやれば、水神の加護に預かり店も家も栄えることでしょう」 
　矢鱈に詳しいので、 
「さてはお前が河童か」 
と、言えば、目を丸くしてぽかんと口を開ける。二枚目役者のような面相を台なしにして唖然とする顔は、いよいよ河童に似て愉快。 

　夜半になって当の河童が腕を返せと寝間に現れた。開いた障子から黒々とした影が浮き上がる。その姿は子供のようで、ざんばら髪の頭は平らで確か に腕がなく、きぃきぃとした声は赤子に似て聞き難い。目にした途端は胃の腑が縮むような恐ろしさを覚えたものの、腕なし河童と思えばさほどでもなし。 
「返してやらぬ」 
と、断れば、 
「なんでもする」 
と、答えるので、 
「ならば頭の皿をよこせ」 
と、応じる。 
　それはできぬと河童が言うので、 
「では相撲を取ろう」 
と、誘うと河童は快く頷いた。 
　裏庭に出て組み合うと、ぬらぬらとした皮膚で手が滑る。強い力で押されるも、しかし相手は腕なしにて、甲羅の脇を掴みひっくり返すと、皿の水が こぼれておとなしくなった。これをしたりと頭から皿を引き剥がす。この世のものとは思えぬ奇声を発して暴れ出す河童を放り出すと、のたうちまわりやがて動 かなくなった。 
　家人が気付いて起き出しては河童の姿に驚き慌てふためく様はまことに愉快。庭を囲む縁にずらりと居並ぶ中に嘉助を見つけ、今取った皿を見せる。 
「かぶってみろ」 
と、言うと、 
「いやです」 
と、逃げた。 
　あの散切り頭にかぶせたら、さぞや河童に似るだろうと思えば我慢できず、縁に上がって嘉助を追いかけた。 
　人の女房にまで流し目をくれる色男が必死の体で逃げ回る姿はまことに滑稽にて、胸が空く。興に乗って屋敷じゅうを追いかけまわしていたら、己が縁から転び落ちた。庭石にしたたか頭をぶつけて目が回った。 
　しばし、記憶なし。 

　目覚めてみると床に寝かされ、頭は割れ鐘を鳴らしたようにぐわぐわとした痛みに朦朧とし、顔ばかり熱く手足は震えて寒い。女房のゆいが 
「三日も寝ていたんですよ」 
と、いう声も夢うつつに聞こえる次第。 
「河童の骸はどうした」 
と、問えば、手代が裏庭に埋めたとゆいが答えた。 
　そのままひと月、臥せっている間に店の大口が五件も不払いにて帳尻合わず。俄かに商売傾きかけ、すわ、河童の祟りと家の者ども騒ぎ出す始末。 
　やかましい。 
「河童は神でなし、祟るものか」 
と、言ってもうわごとを呟くようで力なく、誰も聞く者なし。 
　嘉助が先導して河童の骸を掘り出し、腕と皿をくっつけて裏池に戻し祠を建てて祀るが、己が熱はいっこうに下がらず。 
　ある夜また河童が寝間へ現れて、人の尻子玉と肝を抜いていった。痛かったか驚いたか何やら声を出した気もするが、覚えておらず。裏池に戻った河 童から水神がこれを取り上げて肝っ玉を木人形の頭にしてしまった。故に己が魂あの世にも渡れず。以来、池の底にて水神の相手などさせられる日々、ひたすら 退屈。 
　こうしてつらつらと筆を取る以外に、憂さの晴らしようもなし。 

　余談なれど亭主の葬式を出した後、ゆいは嘉助を婿に迎えて店を継がせ、河童ども祠の礼とこれを助け、大いに繁盛栄えることとなり。 

　めでたくなし。
27 日常の勇者
後ろの百太郎
　朝の混雑する駅のホームで、その声だけは特別はっきりと俺の耳に響いた。 
「あの、これ、落としましたよ」 
　小さな鈴が転がるような声。 
　いまだ覚めきっていないぼんやりとした意識の中、俺は振り向くと、真っ白なワンピースも眩しく彼女が立っていた。 
　少し不安げな、愁いを帯びた表情。 
　刹那、俺の脈拍は一度停止し、再稼動したかと思うと爆発的に暴れだした。 
「あの……、これ……」 
　彼女は、見覚えのある定期入れを差し出して、わずかに首をかしげる。 
　すると、肩まであるストレートの黒髪がさらりと流れ落ちる。 
　生まれて始めて真正面から見る彼女に、俺は全てを忘れた。 
「ああ！　ありがとうございます」 
　彼女が不審がるぎりぎりの所で我にかえった俺は、慌てて定期入れを受け取ると、ぺこりと頭を下げた。 
　さっきカバンから携帯を引っ張り出した時に落ちたのだろう。 
　なんという運命のいたずら！ 
　俺は定期入れを握りしめて思った。 
「いえ、どういたしまして」 
　落し物を届け終えてほっとしたのか、彼女は微笑んで、あっという間に雑踏の中に消えていった。 
　今のは幻か？ 
　いや、そうじゃない！ 
　俺は定期入れに頬ずりしたいのをぐっとこらえ、ちょうど来た列車に飛び乗った。 

　彼女とは、いつも同じ時刻、同じ車両に乗り合わせている仲だ。とはいっても、一方的にそう思っているのは俺の方だけだが。 
　今日も彼女はいつものように、俺のはるか斜め前方に立っている。 
　その立ち姿は、しゃんと音が聞こえてきそうな程にまっすぐで、どちらかといえば地味めな服装は、しかしいつも清潔感が満点だ。そして、俺の大好きな真っ直ぐな黒髪と、ぼんやりと車窓を眺める優しげな眼差し。その様子を眺めているだけで、俺はほっこり癒される。 
　そう俺にとって彼女は、オアシス的な存在だった。 
　彼女を眺めてはどっぷりと妄想の海に浸かり、夢も現も揺られながら出勤する、俺はそんな毎日を過ごしていた。 

　この定期入れはそんなささやかな毎日を送る俺に、一筋の希望の光を差し入れたのだ。 
　翌朝、俺は意を決して、彼女の姿をホームの上で探した。 
　さりげなく、彼女の前を歩き、そして軽く挨拶を交わす。 
「昨日はありがとうございました」そう、いい感じだ。 
　一晩中考えて、思いついたのはたったのこれだけ。 
　いつもの時間、いつもの場所。 
　まるで待ち合わせをしているかのように彼女はそこに立っていた。 
　白いブラウスに淡いブルーの上着を羽織り、タイトなスカートはほっそりとした彼女によく似合っていた。 
　覚悟は決まっているのに、緊張のあまり体が言う事を聞かない。 
　急がなくては、せっかくのチャンスが台無しになってしまう。 
　焦れば焦るほどに、胸の鼓動は強くなり、手足を冷やしてその自由を奪っていく。 
　一かけらの勇気も燃やす事の出来ないでいる不甲斐ない俺の目の前で、彼女の黒髪をもてあそぶ風と共に列車が到着する。 
　躊躇している暇はない！ 
　俺の足は、大きな一歩を踏み出した。 
　列車の扉が開いて、乗客がどっと雪崩のように押し寄せる。 
　暗黙のルールを破って、俺は灰色の濁流に飛び込んだ。 
　肩と肩とがぶつかって、罵声を浴びるも、そんな些末な事にかまってはいられない。 
　今しかないんだ……。 
　俺は、ようやく彼女の前にたどり着いた。 
　よし！ 
「昨日は……」 
　一試合終えたスポーツマンのような笑顔で俺は振り返る。 
「は？」 
　濃い紫色が俺の眼に飛び込んできた。それがアイシャドウの色だと理解するのに、俺はえらく時間がかかった。 
　いきなり話し掛けれて、どぎつい化粧の元男性はポカンと口を空けている。 
　ちがう、俺の彼女じゃない！ 
　彼女は、こんなうっすらと口の周りが青くない！ 
「なんなのよ！　失礼しちゃうわ！」 
　呆然と立ち尽くす俺を一睨みして、彼女は列車に飛び乗った。 
　彼女は、どこだ……。 

　その日、俺はショックのあまり会社を休んだのは言うまでもない。 

28  世界は回る。きらきら回る。回って回ってちがう世界へ移り変わる。でもきらきらしてる。変わらずきらきらしてる。私はそれを飽きずに見てる｡
ちぱる☆日和
――【私は矛盾している】―― 



　昼の太陽は、血気盛んな青年のように輝く。 
スクランブル交差点の近く、繁華街の不気味なモニュメントの前に和己くんはいた。私は急いで、彼の元へと駆け寄る。 
「ごめん、遅れちゃった!?」 
　途中で私に気づいた和己くんはにこやかに言う。 
「ううん、あんまり待ってないよ音那ちゃん。それより、その服似合ってるね？」 
「そ、そう、最近の服って良くわかんなくて……」 
「大丈夫、かわいいよ」 
　無邪気な顔で彼がそう言うものだから、自然と頬がゆるんでくる。あんまり嬉しくなって、彼の腕に飛びつくと、彼は少し困った顔をしながらも何も言わずいてくれた。 
「えへへー♪」 
「それじゃあ、行こうね」 
「うん、行こう行こう！」 

　　　　　　　　☆ 

　夕方の太陽は、淑女のように美しく温かく包み込む。 
カフェのオープンテラスに私達はいた。映画館へ行った後、そのままお互いの趣味である映画の話をしている。あそこのシーンはああだの、この映画がどうだのと、もうかれこれ二時間は語りっぱなし。 
流石に喉も痛くなってきて、水を何杯も飲んでしまった。頭の片隅でトイレの心配をしながら、それでも語り合う。とても楽しい一時、私は幸せだった。 
「ターミネーター４かぁ……。古い映画知ってるね」 
「もうっ。こう見えても結構、SF好きなんだよ私。あのシリーズは全部十回以上見てるんだから！」 
「あはは、ごめんごめん」 
　クリームを入れたアイスコーヒーをかき混ぜながら和己くんは笑う。 
「前から思ってたんだけど、音那ちゃんって古い映画が好きだよね。僕も知ってるつもりでいたけど、全然だよ。誰の影響？」 
「うーん……、お父さんかなぁ。昔から映画館に連れてってくれたし」 
「へぇ、お父さんてどんな人なの？」 
「真面目で、ちょっと頑固な人だったんだよ……」 
父親の事を聞かれて、私はつい少し俯いてしまった。レモンティの水面見つめながら、怪しまれないように答えたつもりだったけど、 
「『だったんだよ』って？　――あっ、ごめん！」 
　彼は察してしまったようだ。その場で深く頭を下げる彼に苦笑を漏らし、明るく言った。 
「あぁ、もうっ暗い話はカンベンだよ。せっかくのデートなんだし、ほらもう行こ。ね？」 
慰めを言ってみた所で和己くんはきっと気にしてしまうだろうし、私も思い出してしまうので、強引に話を終わらして席を立つ。彼はまだなにか言いた気だったが、腕を引くと何も言わず立ち上がった。 

　　　　　　　　☆ 

　時期外れの満月は淡い光で、聖母のように世界を照らす。 
結局、あの後も気まずい雰囲気が続いてしまった。もはや、取り替えそうにも時間が経ちすぎている。私は少し上を向いて、和己くんはその逆で、私たちは同じ方向を向きながら別々の場所を見ていた。 
思えば、初めて会ったのはこの月の下だったはず。映画が好きで知り合った私たちは、すぐに意気投合して何度も落ち合った。でも、もう会う事はないかもしれない。 
あんな些細な歪が、別れにつながる。この世界では良くある事だ。 
「それじゃあ私、そろそろ帰るね」 
「あ、わかった……」 
「今日は……うん、楽しかったよ。また会おうね」 
　言葉少なな会話。どうしようもなく辛くて、でもどうにもできなくて、私は涙を堪えながら彼の元を離れようとした。そんな時に、ここしかないというタイミングで―― 

「ねぇ、音那ちゃん」 

　――私は和己くんに呼び止められた。 
　ゆっくりと、自然な足取りで振り返る。 
「なに？」 
「僕も今日は、楽しかった。それで、あの……」 
　彼はそこで言葉を切り、今思っている事を口にするか逡巡していた。そしてあまり間を置かず、落ち着いた様子で彼は言う。 
そして、その一言は私の運命をも変えるような衝撃的な言葉。 
「今度。一度でいいから、会ってほしいんだ」 
　私の指は止まり、そして決断した。
29 シャッフルパーティー
テラ
「凄い」 
大学生が千人以上収まっているにも関わらず、贅肉を持て余している仮装仮面パーティー会場を一望して感嘆詞を吐いた。 
「色んな奴がいるな」 
連れの雄太は仮装した人々をみて驚いていた。学校関係者は古今東西の服を着て、物騒な仮面から可愛い仮面まであった。 
僕らも例に漏れず、騎士の服を着て月光仮面の仮面を被り、雄太は奴隷の服を着てどこかの部族の仮面を装着していた。 
「修司も来てるはずだけど」 
「あれだろ」 
金髪で浴衣を着て面妖な仮面を着けた奇妙な格好の男がいて、そんな根性があるのは僕らの頭に住み着いてる人間しか思い浮かばないが、雄太は顔も判らないのに声をかけた。 
「修司」 
「何だ、お前ら。何で俺がわかんだよ」「俺は雄太だ。お前昨日から丸刈りだったろ。何で髪生えてんだ」 
修司の実家はお寺で、普段から丸刈りなのだが、忌まわしいことに無類の女好きであり、煩悩滅却の坊主とは真逆の性格なのだ。 
「カツラだよ。女は仮面の下に甘いマスクを想像するはずだ」 
そんな人もいるだろうが、修司の仮面ではそれ以前の話になる。彼が被っているのは仮面ではなくお面、ひょっとこだ。笑いに走ったとしか思えない。 
「もっとマシなのないのか」 
「家から持ってきたんだが、他は般若とデスマスクとアイスホッケーマスクしかなくて」 
寺にそんなのあっていいのか。 

「お前らといると女が来ない。じゃな」修司は背を向けて人混みの中に消えていき、雄太はその姿を見て考えていた。 
「光。誰かと衣装交換して修司を脅かそうぜ」 
「それいいね」 
僕たちは男子二人を捕まえてトイレに入り、仮面と衣装を交換した。僕は中世の平民の衣装で女性っぽい仮面を着け、雄太は王様みたいにマントを羽織って金色に輝く鉄仮面を装着し、会場に戻った。 
修司を探してウロウロしていると、貴族の服を着て豪華な仮面を着けた男が華奢な異性の手を乱暴に握っている所に出くわした。明らかに女性は困っている。 
「やめろ」 
雄太が割って入った。 
「何だよ。邪魔するな」 
男は敵意を剥き出しにしたが、雄太は落ち着いていた。 
「喧嘩はよくない。平和的にゲームで解決しよう」 
雄太は設置されているゲームコーナー、その中のチェスの席を指した。 
「いいぜ。俺が勝ったら、もう邪魔するなよ」 
「俺が勝ったら、地べたに這いつくばれ」 
僕は相手のその姿を要素に想像できた。チェスや将棋は雄太の得意分野なのだ。屈辱な絵になるだろう。 
二人は席に座り、黒は男の方だ。互いに領土を奪うように駒を進め、これから勝負という時に、雄太は何を思ったか、最強の駒であるクイーンを前に出した。誰だって相手を舐めているとしか思わないだろうが、彼には絶対的な自信があるのだ。 
「どうした。来いよ」 
溢れる自信を隠さず表現した笑みと、堂々とふんぞり返って腕の肘でマントを広げた様には王の風格があった。最強の駒を差し出すことで相手を侮辱し、同時に全力である証として、身の内に潜む気迫と圧倒的殺意を前面に押し出していた。 
僕らの周りに大衆が集まってきた。その中にひょっとこのお面を被って金髪のカツラをした修司がいた。 
彼の意図を知らない男は、クイーンが取れる唯一の駒を動かしたが、それがドツボだった。相手の陣形が崩れた所に雄太は総攻撃し、あっという前に黒の王が討たれた。 
「くそ、負けたぜ」 
男は自分の顔を覆っていた仮面を取った。そいつは、修司だった。 
「え、じゃあひょっとこのお面の人は？」 
僕が指差したら、ひょっとこの人が表情を見せ、カツラも取った。何でカツラなんだ。修司のカツラはそのままだ。カツラ比率高いね。 
「誰だ？」 
「え、修司、あの人と交換したんじゃ」 
「いや、俺も交換したんだ」 
ひょっとこのお面の人を皮きりに、会場全体が、俺も私もと釈明し出した。 
考えることは皆同じというわけだ。
30 魔法の鏡
ブロック
　ずっと昔から花のような可愛らしいお姫様になるのが夢だった。誰もが羨む、美しくて優しいお姫様。お母様の真似をして口紅をひいてみる。引き出しに古い手鏡。それを手に取り思わず出そうになるため息を堪えて微笑み、覗き込んでみる。 
「鏡よ鏡、世界で一番美しいのは誰？」 
　虚像を映し出す硝子は冷たく、指から体温を奪っていく。笑ったはずの顔は憂鬱そうで、薄くひいた紅だけが赤く浮いて見えた。溜め込んだため息を吐いて鏡をしまおうとしたその時。 
「プティ王女。あなたは世界で二番目に美しい。」 
　突然響く声に驚いて辺りを見回すと。 
「ここですよ、鏡です。」 
　柔らかな低い声。 
　鏡？ 
「そう。さあご覧なさい。」 
　恐る恐る鏡を覗くと、可愛らしく美しく映る顔。私ってこんなだっけ。見惚れていると、二番目と言われた言葉が胸を刺す。 
「二番？では、一番は誰なの？」 
「それはフランシ王女です。」 
「フランシ...」 
　それは花のように可愛い私の妹。彼女の微笑みは愛らしく人を幸せな気持ちにする。成長すれば美しい王女になるだろうと皆に囁かれていた。私がなりたいのは妹そのものなのかもしれない。 
「納得だわ。フランシは私の中でも一番だもの。」 
「お望みとあらばプティ王女。あなたが世界一になる事もできます。」 
　私が世界で一番に？ 
　次の瞬間、鏡が眩しい光を放った。 
「きゃ！」 
　顔を背けた私の足下にゴロンと真っ赤な林檎が一つ転がる。 
「フランシ王女にその林檎を。さすれば願いは叶うでしょう。」 
　この林檎を食べさせる？ 
「お姉さま～？」 
　かけられた声に振り向くと、フランシが扉の陰からそっと覗き込んでいる。林檎の花のような白い肌に金黄色の長い髪。青く潤んだ瞳が甘えた色をしていた。 
「今日も森へ連れて行ってくださいな。」 
　林檎をポケットに忍ばせて私はにっこり笑って頷いた。 

　森の中でフランシは蝶を追い掛け、花を摘み、鳥の歌声に耳を傾け。無邪気にはしゃいだ。 
「気をつけて、転ぶわよ？」 
　言うが早いかフランシは木の根に足を奪われた。慌てて駆け寄ると恥ずかしそうな顔で微笑む。 
「大丈夫です。」 
　フランシの手が差し出した手に柔らかく重なる。素直で純粋で無垢な妹。世界で一番美しいのは本当にフランシなのかも知れない。嬉しくも残念でもある心はざわざわ揺れた。 
「お姉さま？林檎が...」 
ポケットから零れ落ちた林檎にフランシが笑顔で手を伸ばした。 
「分かったわ！私が林檎を好きなのを知ってて持って来て下さったのね！」 
　フランシ王女にその林檎を。さすれば願いは。鏡の言葉が胸に響く。 
　待ってフランシ。 
　嬉しそうに林檎へと開かれた小さな唇が果実を齧る。 
　その時間が、永遠のように感じた。 
「フランシ！」 
　ゴロンと転がる齧りかけの林檎と。倒れたフランシ。 
　駆け寄り、必死に揺らすが返事はない。 
　なんてこと。 
「プティ王女あなたは世界で一番美しい！」 
　高らかに叫ぶ鏡が突然目の前に現れた。 
　ずっと昔から花のような可愛らしいお姫様になるのが夢だった。誰もが羨む、美しくて優しいお姫様。 
　でも、それが何？ 
　フランシはたった一人の大事な妹。かけがえのない妹なのよ。 
「世界で一番なんていらない！フランシを、妹を返して！」 
　大粒の涙が溢れ落ち、小さなフランシの身体を抱きしめる手が震えた。 
「...方法はひとつだけある。」 
　静かに答える鏡の次の言葉に私の目は見開かれた。 

「うまくいったな。」 
　日も落ちきった森は暗く押し黙り、静寂に包まれた闇に佇む幾つかの影。 
「見ろ！この美しいコレクションを！」 
　高揚した声で叫ぶ男の足下には林檎と寄り添って口づけ合う可愛らしく美しい姉妹の死体。皆が目を背けたのをフンと鼻で笑い飛ばし、魔法の鏡を拾い上げた。 
「さあ、棺桶の用意を！城に持ち帰って飾ろうではないか！あはははは！」 
　高らかに笑う死体コレクターの王子の声が、漆黒の空を引き裂いて残酷に響き渡るのだった。 
　おしょまい。
31 イタヅラ？　いいえ、ケフィアです
阿東 寧茶
「だ～れだ」 
「え？」ドキッ。 
野太い声が背後からしたと同時に視界が覆われた。瞼から伝わってくる温かさ。それは優しく指を添えていて、相手を思い遣る感じが取れた。 
なわけがなく。 
「ちょっと、こら。アンタこそ誰だよ！」 
声をあげながら、晶子はその手首を掴んだ。が、太い。己の指先と指先とが合わさらない。そして皮膚から伝わる肉の張り。 
これは、尋常ではない。 
晶子、蒼白！ 
だからといって、このまま舐められてたまるものですか。 
「ぬぬぬぬ……」 
離れろ。離れろ。 
「ぐぬぬ……」 
後ろの男が抵抗する。 
「ぬあああああっ！」 
晶子が雄叫びと共に力を全て開放した。万力の如き腕を解いて、素速く脱出。歩道に身を預けて転がり、片膝を突いてその方向を睨み付けた。するとそこには、目を疑う者が。 

白い肉の塊？ 
いいえ、ケフィアです。 
ロシア人です。 
たわわに実った筋肉。 
分厚い胸板。 
豊かな胸毛。 
丸太のような腕。 
樹の幹の如き太股。 
股毛、臑毛は雑木林。 
キュッと締まったお尻。 
えくぼがチャーミング。 
股間の『もっこり』。 
長方形の輪郭と割れた顎。 
彫りの深き造形。 
スキンヘッド。 
そして、もみ上げからケツ顎へと美しいＵの字を描いて繋がる太いラインの顎髭は見事な物だ。オマケに白いレスリングタイツを着用していた。 
何だ？この気持ち悪さは。 
「何なんだよ、アンタは！」 
立ち上がって指を差した。 
「気持ち悪いなぁ、もう……」 
顔を肉塊の白人から逸らして、声を漏らす。 
「聞き捨てならぬ！」 
今度は、晶子の左右から同じような野太い叫び声を聞いた。慌てて顔を右に左と振れば、そこにはスキンヘッドと似た白人を発見。 
「ひっ……！」 
身を仰け反った。 
反射的に気管支に声が詰まって、悲鳴が出た。鳥肌も全身にゾワゾワと立ってゆく。が、そんな晶子の反応にはお構い無しに、三人の肉……でなくて、ロシアンが晶子の前に並んだ。 
また目を疑った。 
クローン？ 
いいえ、ケフィアです。 
「み、三つ子っ？」 
「ダー！」 
白人が三人揃ってニカッと歯を煌めかせ、腰に拳をやりムキッと上腕二等筋と胸筋と歯を剥き出した。 
「ペトリャコフ！」 
スキンヘッド。 
「スーホイ！」 
マッシュルームカット。 
「ヤコレフ！」 
テクノカット。 
頭以外は全く同じ規格の三人だ。顔の形にその部品の配置とケツ顎。体格至るまで寸分の狂いも無く、お・な・じ。ペトリャコフ、スーホイ、ヤコレフの三兄弟は真横に整列して腕を組むと腰を落として両膝を前方に出して、爪先立ちになる。そして、一斉に踵を突き出した。 
交互に。交互に。 
交互に。交互に。 
ロシアの筋トレ？ 
いいえ、ケフィアです。 

コサックダンスです。 

程良い弾力を持った三つ子の筋肉が、ダンスと共に揺れ動いてゆく。プルプル。プルプル。徐々に加速してゆくダンスと、滲み出てくる汗。それは輝きを増して煌めき、脚の振り上げによって飛び散っていく。 
キラキラと。キラキラと。 
キラキラと。キラキラと。 
ハラショー！ 
ハラショー！ 
ハラショー！ 
ロシアの大道芸人？ 
いいえ、ケフィアです。 

迷惑防止条例に当たります。 

結果、野次馬が集まりだして歩道は通行止め状態に陥った。晶子は具合の悪さを感じながらも通報する。五分足らずで現場に到着。警察官が四人、颯爽と現れて拳銃を構えた。 
とある一人の警察官が晶子に注意を促す。 
「早く離れて」 
「え……」イイ男ーー。 
トキメキつつも、それに従って後退する。 
『そこの三人組。ダンスを止めておとなしくしなさい！』 
「ダー！」 
無線で警告された三兄弟は、意外にあっさりと踊りをやめて起立した。それから現行犯逮捕。 
ロシアン三兄弟の処分は？ 
国外追放？強制送還？ 
いいえ、ケフィアです。 

厳重注意です。ー劇終ー
32 眠りの中で
Green
花を、夢見ていた。 
ただひたすら花を夢見ていた。 
とこしえの闇に濡れた私の瞼の内にその花弁はひっそりと吐息をつく。 
不思議なことに、どのような色をしているのか私にはわからない。 
私の目は盲いているのだろうか。 

花は太陽の寛容の下のみでしか芽吹かない。 
そして私の手が届かないところでそっと枯れていく。 
何も言わずに、何も見ずに、ただ静かに花弁を散らす。 

それで良かった。 

私は独り暗闇の磨り硝子の向こうで朧げな姿を見守っている他なかったのだ。 

あけどないみずみずしさを湛えた花弁の一枚をそっと撫ぜる事も出来ず、風と共に仄かに歩みよる花粉の香りに笑む事すらも出来ない。 
かといって、哀れな細身の茎をこの手で締め上げる事も、ぎっしりと花弁を着込んだ鎌首を踏み潰す事も叶わない。 

全ては誰が仕組んだものか、このような手筈となっている。 

もうすぐ、きっと雪の季節だろう。 
きっと屋敷の庭には例年のごとく雪が降り積もり、自室の窓から垣間見る光景はとても美しいものになるはずだ。 
男はぼんやりと遠い昔のような景色の事を考えた。 

眩いほどに白く、音一つも許さない雪景色の静寂にひっそりと佇むお前の姿を思い出す。 
五つ下の私の妹、ジョージアナ。 
父と母は流行り病で亡くなった。 
ちょうど成人になっていた私は財産と家督を継ぎ、当主共にジョージアナの法的後継人になったばかりの頃である。 

景色に見惚れていたのだろうか、それとも肩を震わせもせず泣いていたのだろうか。 
黄金よりも美しい金髪と、彫刻のように均整のとれたか細い姿がどこまでも深い純白の雪景色の中で一人立っている姿は、まるで一輪の花のようだった。 

雪の中で咲く花。 
奇跡を拝んだかのような心地だった。 

寒いだろう、と優しく声をかけてやりたかった。 
もしお前が泣いているのなら、その滴をそっと拭い去ってやりたかった。 

だが、私にはそれだけで終わらせる自身がなかった。 
ひとたび花弁に指一本でも触れてしまえば、私は全て摘み取ってしまっただろう。 
いや、摘み取るだけでは飽き足らず、お前への愛情でお前を殺してしまっていただろう。 
兄としての役目を超えて、神や生みの親を裏切る勇気が私には持てなかったのだ。 

お前と私はあまりに近すぎる存在だった。 

その日から私はお前を避け、つらく当たる事に努めるようになった。 
感情を殺すには、思っていた以上の残忍さが必要だったからだ。 
どうか悲しまないで欲しい、いっそのことなら私を憎めばいい。 
私のことなぞ卑しい虫だと思って吐き捨てればよい。 

私の手が届かないところで美しく成長し、他の男と幸せになればいい。 
その一心だった。 
なのにお前は・・・。 

ああ、死体の臭いがする。 
いずれ蛆が私の体を蝕むのも時間の問題だろう。 
いや、私が知らない内にもう心臓辺りに巣食っているのかもしれない。 

「ここ」に来ればお前に会えると思った。 
お前の飲んだ毒薬がもう一滴も残ってなかったのは残念だったが、代わりはいくらでもあった。 
屋敷の隠し扉のことはお前も知っているだろう。あれは我が一族だけが知ることが許される秘密の扉だ。 
たとえ他の者の手に屋敷が渡ることがあっても、この空間だけは一族のものとして永久に侵されることがない。 

当主として、そしてお前の兄として罪を償い続けるにはうってつけの場所ではないか？ 
自分自身に贖罪を課しておきながら、お前の存在を望むとは我ながら滑稽で矛盾した思考だと思う。 
お前は「ここ」にはいない。どこにもいない。 

私に許されることといえばなんだろう？ 
ただ花を夢見ることだけだ。 
暗闇に慣れすぎた私の眼には最早花すら碌に視えない。 

闇の静寂の下では花は咲かない。 
もう奇跡など起こるはずもないだろう。 
私にはもうあの雪景色は見えないのだから。 

そうか。これが地獄か。 
私はもう動かないはずの唇で笑った。 

なんと残酷で、優しい地獄だろう。 

「お兄様・・・」 

もう何も聞こえない。朽ちていく音階以外にはもう何も。
33 ののしられてなんぼよ
山田山
あたしは山田よ。あなた一人で飲んでいるの。素敵ね、ダンディな雰囲気のお・じ。さ・ま。 
いやん、その冷たい目線素敵よ。 
あたしはどこにでもいるありふれたサラリーマンよ。マンよ、マン。ウーマンじゃないわよ。 
普通の山田とちょっと違うのはぁ、ドエムってとこよ。 
おじさま聞いてよ。山田、この前、道端でランプを拾ったのよ。レトロかつ、某着物のメガネおじさまが見たらいい仕事してますねといわんばかりの年 季の入った汚れっぷりなのよ。これを磨いて、ヤホーオークションで売って、巣鴨にある老舗のSMクラブの軍資金として盗らぬ狸の皮算用したのよ。 
山田、片足スキップして家に帰ったのよ。白いお家、広い庭、白いワンコなんてアメリカナイズな発想のお家でなくてよ。 
畳3帖のうるわしき日本のアパートに帰ったのよ。 
靴を脱いで、右足は左へ左足は右にそろえて、ウキウキハニー気分でランプを磨きはじめたのよ。きゅっきゅ、白い手縫い雑巾でほら磨いたのよ。 
そしたらホーラあらわれたのよ。白いターバンに、白いヒゲ。赤いフンドシ。 
ランプの精よ。ファンタジーよ。メタボリックよ。 
あなたダイエットしなさいよといったら、白ヒゲ、私の右頬をぶったの。赤フンでぶったの。ああん、タ・イ・プ。とラブ目線を送ったのよ。 
そしたら赤フンったら、口を歪ませいったのよ。 

「非常に遺憾だが、変態といえども命の恩人、願いを叶えてやろう」 
山田答えたよ。 
「赤フン、山田を地獄に連れてって！」 

そしたら赤フン、黒い眉をしかめたよ。 
「このマゾが」 

当たり前よ。地獄はマゾの憧れの聖地よ。 
閻魔様に天国すすめられても、断固地獄にエスケープを狙うのが夢よ。 
「まあいい、叶えてやろう」 
なにその上目線。山田快感よ。 
うっとりした目で赤フンをみたら、また殴られたよ。 
でもいいの。憧れの地獄よ。燃やされたり、火に焼べられたり、なにこのパラダイス！痛みもぐんぐん感じて、山田カンゲキ！ 
ヒデキオジン。 
「はやく！はやく！地獄へつれてって！」 
思わず叫んだよ。そしたら、目の前まっくら。おさきまっくら。 
なにも見えないのよ。 
山田叫んだよ。 
「地獄は？アタシを侮辱する赤鬼は！？」 
耳元に響く赤フンの声。 
「お前にとっての地獄だろ 」 
誰もいないのよ。山田を誰もみないよ。 

あぁ、赤フンの白ヒゲ野郎。よくわかっているわよ。 
流石よ。 
山田にとっての本当の地獄。 
誰もいない。誰もみないという地獄。 
山田がマゾに目覚めたのは、マザーのドメスティックよ。 
普段は無関心のマザー。殴る蹴るときだけ、山田をみたのよ。ちなみにマザーが殴るのは、ファザーが殴るとき。ラブの証拠ですって。クレイジー？でも、山田の日常はそんな日々よ。クレイジーなんて知らないのよ。わからないのよ。 
付き合っていたレディから殴られないことがわかって、わかったのよ。 
けど、手遅れ。逝き遅れ。 
山田のハートには、殴られることはラブよ。他人は知らないよ。だって山田にとっては常識よ。 
イジメも、バイオレンスも見られてないとないのよ。 
だからいいのよ。 
けど誰いないの嫌いよ。愛も憎しみも見えないよ。 

「帰して！山田、ココ嫌いよ！誰も山田を見てないのよ！」 
山田半泣き。嘘、大泣き。 
そしたらすうっと視界が開けて山田の部屋よ。 
赤フンもいないかったのよ。誰もいない、一人の部屋よ。 
だから今日このバーにきたのよ。誰かに会いたかったのよ。 

似合わない女装までしてよ。あら、似合うかもね。山田顔はいいのよ。でもヒゲが残念キュートよ。 
そんなのは夢？そうね、そうかもよ。山田、ロマンスグレーが似合うあなたを口説きたくて、出まかせをいっているかもよ。 
あぁん。冷たい目。いいわ。うれしい。 
だって山田をあなた見てるもの。 

だからもっと山田を見て。山田を罵って。
34 豚と河童と印度人
乳輪大納言
　豚と河童と印度人が倭奈那岐峠を往く。峠は折からの大風で、霽れてはゐるが土臭い。 
　豚と河童が先程飛んでいった図体の大きな鳥のことを話してゐる。 
「随分大きな鳥だつた。あんなのが襲つてきたら一溜りも無いぞ」 
「併し乍ら、空の上は随分と此処よりも風が強い様だ。あんなものでも遠くへ飛ばされる」 
「剣呑剣呑」 
「まつたくだ。それでも、これだけ何も莫い処でも如何にかして暮して往けるんだねえ」 
　君なんぞあの鍵爪の一番の餌食に違いない。河童が其う言つて遠方に手を翳すと、豚はぶるぶると震えてみせた。 
「いい加減に体が冷えてきたぜ。寒気がしてきた」 
　風は相変はらず渦を巻く。草木も生えぬ砂利の道で、生の無いところが地獄を想起させしめた。峠はずっとなだらかに上り下りを繰り返して、往く往 くは峯と峯の黒い陰に吸い込まれてゐる。山の陰影に空宙の影が出たり入つたりしていて、先程の様な大きな鳥がゐるものと思はれた。 
　印度人は随分な大荷物を忍黙つて背負つて歩いてゐて、確りと巻かれたタアバンの藍の布地には色の変わるほど汗を掻いてゐる。河童はタアバンの 黒みを見て、思はず自分の頭に手をやつた。随分と水が温くなつていた。この道程ではいづれキヤスケツトの下の皿が乾いてしまふ。がしかし、豚にも印度人に も皿のことを感づかれる訳にはいかなかつた。河童と知れて昔、惨い目にあつたのである。 
「や」 
「や、や」 
　前方の影はみるみる内に大きくなつた。大鳥が此方に向かつて飛来してきたのである。 
「御助けえ」 
「サラわれるう」 
　と、頭上空遥かに彼の大鳥も勝手が効かぬ様である。杞憂を余所に巨なる図体がくるくると凧の様に舞い躍る。余程風が強いに相違無い。 
「……いや、なんだ」豚はぶうぶうと鼻を鳴らして一人ごちて、弛んだ腹を揺すつてみせる。「疲れてゐるからだらう、物の遠近が判らなくなつてゐる」 
「其にしてもありゃあ何だい、鳥の癖にあんなことじゃあ大した事無いな」 
「やぁ、ああ」豚は訳知り顔である。「あれが、禿鷲という奴さ」 
　二人が振返ると、禿鷲は漸く体勢を立て直したと見えた。扇の形に翼を広げて旋回しようとして、またふらふらと高度を下げる。 
　印度人は半哩も先にゐた。 
　風の渦が見えるやうだ。吠声は遠く低く、高く近く。峠は急な上りとなった。相変はらずの青空で、豚は堪らず頬被りをした。河童は危くキヤスケツトを何度も飛ばされかけた。砂利道はごつごつとした岩場に変わり、岩肌の隙に羊歯が顔を見せる。 
「此の急場を越えれば小屋が在るはづだ」豚の鼻息だけが静謐に響いた。 
「本当だらうね」 
「其うでもないと干からびちまわあ」 
　河童はぎくりとして豚の貌を盗み視た。流石に過労びれているのか鼻先から汗に塗れているが、別に思惑の在る様な訳でも無さそうである。取り出した水筒は絶望的に軽かつたが、帽子の上から皿を湿さねばならなかつた。水はちろちろと空になつた。 

　足りぬ。 
　此れから先、如何程の道往が有るか判らぬ時に、今の皿の水では足りぬ。 
　豚は当てに成らぬ。当てに成るも何も、そもそも何だかよく解らない。道行、一緒に為つただけの話である。ただ肥えてゐる割には好く動くと思つ た。健脚である。健脚ではあるが、其の分おつむの方が心もとなかつた。水草の萎えた様な、折り重なつた草木の饐えた様な臭ひが周囲に芬芬として水鳥の糞を 想起させた。颱風の、野分の後には綺麗爽快となつて慶ばれる程度の悪臭である。 
　兎に角、河童は豚のことが気に食わぬのであつた。 
　だが此の状況、如何にかせんければならぬ。 
「もし」 
　言葉は粉塵を吐く様で。嗚呼、久しく喋らぬ内に出る声も出なくなつてしまつてゐた。 
「もし、もおしもし？」 
　印度人は、初めて呼ばれてゐることに気が付て、己を指差した。 
「○×△○□×□○？」 
　駄目だ！　印度人は話が通じないや！ 
　何時の間にか風は止んでいて、三人は随分と低い処まで降りて来てゐるのだと判つた。  
35 避難勧告 
むーねめんかぁー
　超大型と言われる台風十三号は潮岬を掠め、紀伊半島の南海上を通過していた。このままの進路を辿れば関東を直撃すると予想される。 
　下町の零細企業にとってはキャンセル料も勿体無いと、慰安旅行を強行したのは眞島であった。もっとも、社長という肩書きを持つ彼を責められる者など居なかった。この津村慶子を除いては。 
「だから延期しようって言ったんですよ」 
「いや、しかしだね……」 
「まぁまぁ津村くん、今更そんな事言ったって、しょうがないじゃない」 
「部長は黙ってて下さい」 
　その迫力に押され、間に割って入った桐島は直ぐさま社長の陰へと隠れてしまった。 
「まあ落ち着きたまえ、津村くん。あんまり怒るとまた小皺が増え……ま、待ちなさい、鈍器は良くない」 
　伊豆半島の突端。石廊崎は台風の直撃をまず免れないだろう。すでに外は暴風域。そんな中、大広間では社長以下五人の男たちが呑気に宴もたけなわ。 
「さっき高波の恐れがあるって、避難勧告まで出されたんですよ」 
「大袈裟だなぁ先輩。たかが台風じゃないっスかぁ」 
「あんたまで……」 
　津村の部下である吉田までも言う事を聞かない始末。彼女にしてみれば裏切られた気分である。 
「しかしなぁ、こんな時に建物から出たら、かえって危ないんじゃないか？」 
　桐島はカーテンを開け、外の様子を伺った。暗くて何も見えないながらも街灯の下、オレンジ色に照らされた雨粒の勢いたるや。時おり防波堤に砕かれた波飛沫が路面を洗う。重ねて絶え間なく続く風鳴りの音。吉田も窓の外を覗き見る。 
「うわ、ホントだ。こんなんで表出たら飛ばされっちゃいますよ。津村先輩小さいから、真っ先に飛……あ、ど、鈍器を振りかぶるのはやめましょう」 
　その時、大広間の襖が勢い良く開いた。 
「お客さん、まだこんな所でのんびりしてらしたんですか！　さっきの町内放送聞こえなかったんですか？　高台の小学校に避難するんですよ！」 
　矢継ぎ早に捲し立てたのは女将であった。その慌て振りを見て、彼らも尋常ではないと思わざるを得なくなる。 
「こ、こんな中、外に出るのかね」 
「ここは目の前が海だから危ないんですよ。早く着替えて来て下さいな」 
「ほら、言わんこっちゃない」 
　勝ち誇った顔の津村。彼らは渋々重い腰を上げた。 
　浴衣から着替え貴重品だけを持ち荷物はそのまま。ロビーに降りれば女将以下四人の従業員だけが待ちわびた様子。配られた雨合羽を着込む。 
「皆さん揃いましたか？　生憎車は用意出来ませんでしたが、坂を登れば避難所まで五分も掛かりませんので」 
　女将が自動ドアが開ける。同時に激しい雨音と海の匂い。ソテツの木が千切れんばかりに葉を靡かしている。とても傘など役に立ちそうにない。 
「うわ、ひでぇな」 
「ほ、本当にこの中を行くのかね」 
　吉田と眞島はその壮絶な光景を目にして尻込みする。 
「何怖じ気づいてんですか！　さっさと行きますよ」 
　言うなり先頭立って嵐の中へと飛び込んで行ったのは津村。しかし次の瞬間であった。 
「あーーれーーーーっ！」 
「いかん！　津村くんが飛ばされた！」 
「待ってろ、今助けに行くからな！」 
「社長！無茶しないで下さい！」 
　外は横殴りの雨で目も開けられないほど。そんな中、津村は旅館の玄関先に植わるソテツにしがみついていた。 
「ひぃぃぃ！」 
「大丈夫か、掴まりなさい！」 
　ポリバケツが飛んでゆく。立て看板が飛んでゆく。黒い何かが飛んでゆく。 
「しまった！」 
　津村は助けに来た男に支えられながら、一歩一歩進んで行った。暗闇の中に浮かび上がる水銀灯は、そこが学校のグラウンドであると教えてくれる。やがて避難所に辿り着き、津村はほうほうの体で顔を上げた。 
「ありがとうございます。お陰で助かりました」 
　目の前には満面の笑顔。その頭部は水銀灯を反射して眩しく輝いていた。 
「……だ、誰!?」
36 Poison
家の鍵
　「で？何つくってるわけ？」 
　俺は歎息混じりに陸に尋ねた。 
　今夜は一緒にメシを食いに行く筈だった。 
　高校から続く腐れ縁を、いい加減に一歩進めようと意を決して誘った。そして一日中頭の中でシュミレーション。勿論仕事なんか手につくはずがない。 
　なのに約束の時間になっても待合わせの場所に来なかった。仕方なく迎えに行くと当の本人はラボに篭ってなにやら実験中。 
　ビーカーやら試験管やらが台に所狭しと並び、あからさまに怪しげな液体が熱せられて湯気を上げていた。 
　陸の唯我独尊ぶりはいつもの事だが、こうも見事にすっぽかされると白衣の後姿に襲いかかって首を締め上げたい誘惑にかられる。 
　「…理論的にはこれでいいはずなんだ、男性ﾎﾙﾓﾝのﾃｽﾄｽﾃﾛﾝを抑制できれば基本的に…」 
　俺の声が聞こえてるのかいないのか、ぶつぶつ呟きながらフラスコに二種類の液体を混ぜ入れた。 
　紅と藍のそれが混ざり合って得も言われぬ紫の毒々しい色に変化する。 
　うっ、っと鼻を抑えた。 
　全くなんて匂いだ。 
　「一体何作ってんだってば」 
　「あぁ、志門、来ていたのか？何の用だ？」 
　約束はどうした！と罵倒しそうになってぐっと堪える。ここで怒ったら又いつものように殴り合いだ。クールなように見えて実は俺にだけは容赦無しで手を上げてくる。その始末の悪さ。 
　こっちは手加減してやってるっていうのに。 
　だがこのまま喧嘩別れじゃ今までの苦労も全て水の泡だ。 
　「だから、何を作ってんだってきいてんの！」 
　「あぁ、育毛薬だ」 
　「いくもうやく？？？」 
　あまりに突拍子も無い物が出てきたので思わず聞き返したら、呆れたような冷ややかさでじっとりとねめつけられた。 
　眼鏡の奥の栗色の瞳がこんな風に軽蔑すら帯びた光を放つと、ドキッとする。そんなところにすらうっとりする自分はもう救いようがない。 
　嫌われたくない、こいつにだけは馬鹿にされたくない。 
　「そうじゃなくて誰に必要かって事だよ。部外者が此処に入れたんだからこれ仕事外だろ？」 
　「ハゲは遺伝するというが、お前の父親を見ていたら不安になったんだ」 
　先週俺の家にきた時親父をまじまじと見ていたが、そんなことを考えていたのか？ 
　「私はハゲが嫌いだ」 
　にべもない切り口にぐっと息が詰まる。そんな俺の表情を伺いつつ、陸が口角をくっと上げた。 
　「陸がハゲになるかと思うともう、吐き気を催す位視覚的にダメだ。ハゲたお前に組敷かれるなんて百年の恋も冷めようというものだな」 
　「!!!!!」 
　すぅっと細まった切れ長の眼。 
　薄く淡い微笑が唇を縁取る。 
　綺麗だが、しかしとてつもなく意味深な形を成していた。 
　「お前……」 
　「なんだ？気付いていないとでも思っていたのか？隠すつもりならもっと上手くやるんだな。垂れ流しのくせによく言う」 
　シニカルに放って、つぅっと陸が顔を寄せてくる。 
　唇が触れそうな距離に相手の端正な顔がある。俺は慌てて後ずさった。 
　すると残酷な程優しい表情で陸が依頼文を差し出してきた。面とは真逆の甘さもへったくれもない言葉。 
　「なぁ、いっそ試薬の被験者やらないか？」 
　へ？っと情けない声を出して聞き返すと、相手は酷薄な笑いを浮かべる。 
　「今、変な期待しただろ？」 
　俺は思わず奴の横髪を鷲掴んで、思い切り引っ張ってしまった。 


　　　＊－＊－＊ー＊ 


　「全く…」 
　こめかみの辺りが痛い。 
　志門に髪を引っ張られたから。 
　鉄拳制裁してラボから叩き出したら、捨てられた子犬のような眼で縋ってきたっけ。 
　後悔する位ならやらなきゃいい。 
　あれで押し倒す位の気概があったなら考えてやらんでもない。 
　肝心な処でヘタレだからな、と歎息した。 
　「まぁ、でもちょっと肝が冷えたな」 
　そうしてフラスコを振る。中の液体が渦を巻くようにくるくると円を描き、中心部分が窪んでいく。 
　「告白されないストレスでなんて洒落にならん。あいつにつける薬もあればいいのに」  
37 黒い箱
全裸でスクワット
　アンナという西洋人形が言葉を話したのは、一ヶ月ほど前のことになる。金色の髪に白いドレスを着た、可愛らしい人形だ。アンナは死んだ父親の遺品だった。 
「おかえりなさい。誠」 
　部屋に入るとテレビの前にちょこんと座っていたアンナの姿が見えた。 
「ただいま。今日も疲れたよ」 
「今日はどんなお仕事をしてきたの？」 
「二千個のロッカーにラベルを貼る仕事だよ。最高にハイな仕事さ」 
　僕の会社が何をしているのか、全てを把握している人はいないだろう。 
　そう思えるくらいこの施設は広かった。地上から見るとだだっ広い場所にのっぺりとした白い建物があるだけだ。しかし中は迷路のように入り組んで おり、三十万㎡の各フロアが地下千ｍまで伸びている。僕はその中の六畳一間を与えられ、モグラのような生活をしている。時折ドーンという地鳴りが聞こえる が、それが何の音なのか皆目検討もつかなかった。 
　アンナを机に置き、僕は煙草を取り出し口に銜えた。 
「あ、ダメよ。煙草は身体に悪いってテレビでやっていたわ」 
　やれやれ。またアンナのお説教がはじまった。アンナは一日中テレビを見て過ごしている。有害な報道こそ身体に悪いと思うのだけど。 
「この煙草は身体にいいんだ」 
「嘘よ。だってその煙草には『あなたの健康を損ないます』って書いてあるもの」 
　アンナが指差した煙草の箱には確かにそんな文句が書かれていた。 
「煙草会社が嘘をついているのさ」 
「そんな嘘をついても煙草会社は特をしないわ」 
「それが違うのさ。人間は禁止されるとそれをしたくなる生き物なんだよ。煙草会社はわざと煙草を禁止にして、みんなを煽っているんだ」 
「人間は不思議ね。ダメっていわれると逆効果なんて……」 
　アンナはむぅと黙ってしまった。僕はその光景がおかしくて人差し指でそっと髪を撫でてみた。アンナの髪はカツラである。その日の気分によっていろいろな髪形のカツラをつけていた。 
「それじゃあ誠！　明日からもっと煙草を吸っていいわよ！」 
　アンナは嬉々として口を開く。 
「おお、それはありがたいね」 
「あっ、ダ、ダメよ。もう、禁止しても許可しても煙草を吸うんじゃない」 
　ぷうっとふくれっ面をしてアンナは怒ってしまった。 
　ドーン。 
　どうアンナをフォローしようかと思ったその時、グラグラと部屋が揺れた。 
「また地鳴り？　ねぇ、誠。私怖い」 
「何が怖いんだい？」 
「わからないことが怖いのよ。この地鳴りもだけど、世界はわからないことだらけだわ。電話とか、テレビとか、パソコンとか。便利になるほど世の中は謎だらけになっていく気がするの。ねぇ、技術が進むにつれて人間の世界は終焉へと近づいているんじゃないのかしら」 
「まさか。便利になって悪いことなんてないさ」 
「そうかしら。私は本当にちょっとしたことから人類は終焉を迎えると思うわ。人間の作り出すものは素晴らしいけど結局のところミスをするのは人間だもの」 
「ハハハ。アンナは考えすぎるから髪の毛が抜けちゃ――」 
　しまった。アンナは禿なことを酷く気にしているんだった。 
　後悔先に立たず。案の定アンナはワナワナと身体を震わせて、その目は完全に三角形となっていた。 
「もう！　知らないんだから！」 
　怒鳴り声を上げたアンナはそのままベッドの中へ入ってしまった。 
　やれやれ。僕からしてみれば、人形が喋ったり動いたりする方がよっぽど不思議なんだけど。 
　軽く憂鬱な気持ちで二本目の煙草に火をつける。 
　ちょっとしたこと、か。 
　核。 
　そんなとっくの昔に禁止された言葉が脳裏をよぎる。 
　アンナのいうとおりなのかもしれない。例えば今日僕がラベルを貼ったロッカー。そのラベルを張り間違えただけでこの施設は大惨事になり、世界は終焉へ――。 
　なんてことあるわけないか。 
　プッと思わず笑ってしまう。 
　明日、アンナにどう謝ろうか。そんなことを考えているとドーンという今までより一際大きな音が木霊した。
38 虚空先生
女鹿瀬　理生
　先生について私が知っているいくつかの事柄はどれも彼をつかみ所のないものにするばかりである。例えば、タバコを吸いながら酒は体に悪いと言う、専門は 数学だが文学に精通しており「数学者はクールぶってかっこ悪いが文学者は自虐的なところがかっこいい」と笑う、「人間は見た目が九割」と言いながら身だし なみに気を使っているふうには見えず、むしろその膨れた腹と丸眼鏡という風貌から学生だけでなく教師陣からも名前が出ただけで笑いを誘うほど軽視をされて いる、といった具合である。だが、私は彼を決して軽視しないし、その批判的で、存在そのものがどこか風刺的に感じられる彼に興味を持ったため、彼について もっと知りたいという欲から、ここ最近彼の研究室に入り浸り、彼の良さを引き出し、自分の糧にしようとしている。 

　私は今日も彼の研究室を訪ね、 
「先生は日常が退屈だって思うことはありませんか」 
　と、いつものように漠然とした問いを彼に投げかける。すると、彼はいつものように無視する。私は彼に対して、もう一度訊く。 
「先生は退屈だって日常の中で思うことはありませんか」 
　先生は答えない。先生は机に向かい、私は先生の背中がすっかり見える位置の椅子に座っている。壁掛けのデジタル時計は「23:00」を表示し、窓の外は灯り一つすら見えない暗闇に満ちている。 
「先生」 
　と、私がもう一度言いかけたとき、先生は立ち上がり、研究室の隅の冷蔵庫から缶ビールを二本手に取り、また自分の机に戻ると、そのうち一本をプシュッと開缶し、そのまま飲み始めた。 

　私は彼に言う。 
「先生、お酒は体に悪いんじゃないですか」 
　彼しばらく間をおいて椅子に座ったまま、ぐるりと私の方を振り返ると、 
「君はこんな言葉を知っているかい」 
　と、もったいぶった調子で言った。私は唾を飲んだ。 

「アインシュタインは有名だ。誰でも知っている。そのアインシュタインの言葉で『今までと同じ考えや行動を繰り返して、異なる結果を期待するのは狂気である』ってのがある。俺は直接聞いたわけじゃないし、日本語に誰が訳したかは知らないけどな。俺は、この言葉は好きだ」 
「どうしてですか」 
「お前は『退屈』だとか『日常』だとかそんな言葉を使ったが、お前のその『狂気』に早く気づけ」 
　先生は冷めた調子でまた、机に向かいビールを飲み、それを飲み干すと次の缶を開けた。 
　私は顔があつくなっていくのを感じた。 

「先生、先生は私から何かを得られていますか」 
　私はなぜ、自分がこの傲慢な問いを言葉にしてしまったのか分からずに焦り、腹の底からやってくるごまかした調子のへらへらを抑えられなかった。 
　先生はいつまでたっても振り返らないし、何も答えない。私は「終電なんで帰ります」と言い、研究室から逃げ出した。 

　終電なんて本当はとうになかった。 

　筋肉の弛緩の痙攣が痛みとも痒みとも言えない感覚を私に与える。私は歩きながら、「なぜ歩くのか」と自分の内面から湧き上がる疑問を無視し続けた。そしてただ歩いた。 

　知らない無知と、知っている無知があって、それは馬鹿は風邪をひかないのは、風邪を知らないのからなのと同じで、知れば知るほど人は無知になっ ていくからきっと人は何も知り得ない。図書館の莫大な蔵書が合わせて一冊の本ならば、私はきっと何も読んでいないに等しいだろう　――　風邪なんてひかな いほうがいいように、無知なんて知らないほうがいい。 

　その知りたいけど何を知れば良いか分からないような、変えたいけど変わらない日々を、私は能動的に「変えて」と誰かに依頼する。私はこの自分の受動的なニセの積極性を変えようとはせずに『狂気』と呪いながら、明日はきっとこのまま風邪を引いて学校をさぼる。 

　私はきっと先生の何も知り得ない。知り得ないが学校へ行く。いつかこの空虚な虚空が満たされますように。色即是空、空即是色……  
39 エレベーターボーイ
堕ち素
「どいてどいて」 
　達男はエスカレーターを駆け降りる。立っている人を押し退け、すれ違う人を掻き分け、必死に駆け降りる。 

　朝ベッドで目覚めた時、恵は青ざめた。時計の針が家を出ようと予定していたその時刻を指し示していたのだ。 
　髪の毛はボサボサで所々ハネていたが、それを整えている時間はない。急いで歯を磨き、簡単な化粧だけを済ませると家を飛び出した。 

　修一は朝のラッシュアワーが苦痛だった。通勤時間は一時間を超え、満員の車内は常に蒸していた。額の髪の毛の生え際の、更に奥から流れ出る汗は、五十五歳という年齢のせいだけではない。 
　最近めっきり重たくなった体を引き摺るようにして、地下鉄の構内をゆっくりと歩いた。 

　恵が改札を抜け、階段までたどり着いたのは約束の五分前だった。これを急いで昇れば何とか間に合いそうだ。 
　エスカレーターの左側は長い列を成している。恵は迷わず右側に進んだ。 
　修一は我慢強く長い列に並び、やっとエスカレーターのステップに足をかけたその時、軽い眩暈を起こしてバランスを崩した。図らずも、後ろから来た恵を通せんぼするような形になった。 
　恵が汗で湿った修一の体を押し退けると、そこから米びつのような体臭が漂ってきた。恵は追い抜きざま、不快感を顕に言った。 
「ちょっとどいて下さい」 
　恵の背中では妙に艶っぽい、人形のように真直ぐで栗色の長い髪が、歩調に合わせて右に左に揺れていた。修一は二十歳そこそこの、小娘の後ろ姿に向かって反論した。 
「エスカレーターの右側が急いでいる人専用だなんて決まり事はないぞ」 
　恵は振り向き、修一を睨んで言った。 
「はあ？　エスカレーターの右側を開けておくのは常識ですよ」 
　よく見ると、修一の髪の毛の生え際はそこだけが黒く濡れそぼり、頭皮との境界が不自然に縁取られていた。そこからまた一滴の汗が流れた。 
「勝手にそんな事を決められても困る」 
「別に私が決めたんじゃ無くて、それが暗黙の了解になってますけど」 
「エスカレーター内の歩行は危険ってのが、明確な認識になってますけど」 
「聞いた事無えし」 
　恵は苛立ちを隠さなかった。 
「無知であることが免罪符になると思うなよ。無知というのはそれだけで、索引の無い辞書ぐらい罪深い事なんだぞ」 
　どうやら修一は恵をからかっているようだ。 
「何が言いてえんだよ」 
「エスカレーターの乗り口にも、ちゃんと注意喚起のステッカーが貼ってある」 
「誰も見ねえよ、そんなの」 
「急いでいるなら階段を使いなさいよ。そうすりゃダイエットの足し位にはなっちゃうよ」 
　これ以上無益な口論を続けている暇は無かった。恵は修一を無視して再び歩を進めた。 
　そのとき突然、前方から近づく地響きと、甲高い少年の叫び声が聞こえてきた。 
「どいてどいて」 
　左側に立つ人と、右側を歩く人の間を割るように、達男はエスカレーターを逆走してきた。 
　あっという間に恵の目の前に躍り出ると、小振りながら形のよい柔らかな胸を躊躇う事なく突いた。 
「退いて！」 
　バランスを崩した恵は栗色の髪を振り乱しながら、とっさに修一の湿った頭髪を掴んだ。達男は修一の脇をそのままのスピードですり抜けたが、ほとんど前に進んではいなかった。 
　恵はまだすぐそこにいる達男の後頭部を拳骨で思い切り殴った。ゴツンと大きな音がして黒い帽子がズレたが、達男は意に介することなく逆走を続けていた。恵は踵を返すと逃げるようにエスカレーターを駆け上がり、朝の雑踏に紛れていった。 

エスカレーターが頂上に近づくと、ステンレススチールで組まれたステップは収斂をはじめ、やがてスルスルと床の中に飲み込まれていく。ステップの上に残され、主を失ったそれだけがその場に留まり、まるで波打ち際で弄ばれる海月のように、揺れていた。 
修一が地上に降り立つと、まだ柔らかな朝の日差しが優しく降り注ぎ、五月の少し湿った風が、蒸れた頭皮を撫でるように吹き抜けていった。
40 ゲームライフ
ゼロス
「『○×ＲＰＧ』の新作、楽しみだなぁ」 
「オレもう金ねぇ」 
「『△□クエスト』とか発売続いたからな。俺もサイフん中、空だ」 
「俺『○×』シリーズの大ファンなのに、金欠でプレイ出来ないとかマジありえねぇ」 
「じゃ、アレをヤるか」 
　若者達の視線の先に、夜道を１人で歩いて来るハゲたオッサンがいた。 

「くそ、新人なんかに手伝わせるからだ。余計な手間増やしやがって」 
　男は、毒づきながら夜の道を歩いていた。 
　新作ゲームの開発が大幅に遅れ、かなり焦っている。 
　新人への怒りで現場から飛び出したのはいいが、後で一番困るのはシナリオライターで設計者の彼だった。 
　今は一分一秒が惜しい……頭の中の追加アイデアも、まだデータ化出来ていない。 
「コンビニで夜食を買って、全員にハッパかけてやるか」 
　男がつぶやいた時、前から来る若者と目が合った。 
（雑誌の掲載写真がカツラだとバレたかな？） 
　冷や汗をかきつつ横を通り過ぎる。 
　直後、頭に激痛が走った。 

〈『○×ＲＰＧ』で有名なゲームクリエイターＹ氏が２人組の強盗に襲われました。被害額は３万円。Ｙ氏は頭を強く殴られ重傷、開発中の新作ゲームは発売中止……〉 
　ニュースを見た若者達は叫んだ。 
「本当に欲しかったのは現金じゃない！こんな金、いらねぇよ!!」 
　彼らは自分の愚かさに嘆き、数日後に自首したという。 

ー了ー
41 僕は犯人じゃない
強い毛根
小さい頃は飽きるくらいこの道を通ったはずですが、記憶の中の風景と全く違ってる。 
　そこにシャッターの降りたお店があるでしょう？　シャッターの上部が他より白くて、その縁が赤く錆びている、あの建物です。元々あそこは文房具屋さんだったんですが、潰れてしまっていたんですね。 
　ここまで町並みが変わっていると知らない町に来たみたいで、逆に新鮮です。 
　ただ、海から聞こえてくるこの潮騒だけは、昔とちっとも変ってないな。 

　小学校時代の友達を殺したのは、僕じゃありません。僕にはアリバイがあるんだって、刑事さんだって分かってるじゃないですか。 
　モウリとイナゲダが殺害されている時刻、僕はここから７００ｋｍ離れた東京で仕事をしていました。 
　――動機、ですか。あなたの言う通り、たしかに僕には動機はある。 
　小学生というのは残酷ですよね。ほとんど無意識に、邪気無く人を傷つける。まさか将来持ち続けるだろうアルバムに、あんな酷いことを書かれるなんて、思ってもみませんでした。 

　僕らのアルバムには各クラスに一ページから二ページほど、フリーページが設けられました。卒業生が思い出になるような物事を、生徒自身が自由に考えて書くことができるページです。 
　他のクラスはみんなの一言コメントを掲載していたようですが、僕のクラスは、クラス全員にそれぞれ一等賞をつける『なんでも一等賞』というものでした。 
　たとえば、足が速い人には『かけっこ一等賞』。絵が上手い人には『お絵書き一等賞』という具合に、全員にそれぞれ一等賞をつけていったんです。ネタがかぶるといけないということで、深い意味のない、どうでもいい一等賞を押し付けられた人もいます。 
　僕は、そのどうでもいいネタを押し付けられた人でした。 
　アルバムを製版する前に一度、みんなにどんな一等賞を載せるか下書きをクラス中に回したことがあって、その時にその言葉の意味に気付いていればこんな辱められることはなかったかもしれません。 
　僕の名前の欄には『調子ぶり一等賞』と書かれていました。 
　……その顔を見ると、あなたはこちらの出身ではないみたいですね。『調子ぶり』とはつまり、調子に乗ってる奴だっていう意味の方言です。 
　当時の僕はその意味がよくわからなくて、アルバム委員の生徒にどういう意味か聞いて回りましたが、誰一人教えてくれませんでした。 
　そりゃそうですよね。意味を言えば僕が怒るって、分かってたんですから。 
　正直に言いますと、心底頭に血が上りました。殺してやりたいとさえ思った。 
　待ってください刑事さん。だからって、アルバム制作に関わった彼らを殺したのは僕じゃない。 
　ある時期までは頭に来ていた、と言いたかっただけです。 

『なんでも一等賞』の欄には担任のカツラ先生も漏れずに入っていました。 
『アデランス一等賞』。それが先生につけられた賞の名前です。先生は髪があったので、きっと、名前からのこじつけだったんでしょう。 
　僕らはそのネタで先生を笑いました。みんなは笑ったけど、みんなの笑いには悪意が全く混じってなんかいなかった。 
　みんなに笑われた先生は、僕よりも酷い呼称であるにもかかわらず、腹をたてることなく生徒達と一緒に微笑んでいました。 
　十年経って、僕も少しはアルバムの一件を冷静に省みることのできる年齢になりました。 
　ただ、楽しみたかった、笑いたかった、みんなを笑わせたかった。彼らに悪意はなかった。そう思うと、僕の中にある暗澹たる思いが徐々に形を失っていきました。 
　だから、今ではアルバムについて何も思っていません。恨みなんて抱いていませんし、僕は小学校時代の友達を殺してもいません。 
　信じていただけませんかね、刑事さん？ 

　……そういえば、刑事さん。カツラ先生にお会いしましたか？ 
　まだでしたら、二組でお世話になったマスモが宜しく言っていたと、伝えていただけますか。
――以上、41作品。
